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蘇
生
東
沖
帝
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教
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五
審
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帝
大

療

四

八

再
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産

理
論

に
関

す

る

一
考

察

′

(舟
牡
産
衣
式
の
棋
界
性
と
柵
象
性

に
つ
い
て
)
-
･恐
慌
論
と
の
速
剛

に
於

で
1

中

村

忠

一

は

し

が

き

胡
錐
岸
衷
式
を
新
本
･1#
L蕃
経
済
の
構
造
的
白
山
連
動
払
刑
の
具
鰐
的
形
態

へ
の
硯
E
.的
牲
正
の
.L
契
機
JJ
し
て
把
え
'
比
の
迎
閥

を
如
何
な
る
仕
カ
で
取
扱
う
か
と
云
う
亡
と
は
再
牡
産
推
論
が
解
決
す
べ
き
困
難
な
問
題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
O
椎
郊

l
連
の
苛
額

論
争
を
通
じ
て
'
凡
ゆ
る
角
皮
か
ら
比
の
朋
題
に
封
す
る
珊
論
的
対
案
が
行
わ
れ
て
雅
た
O
然
し
て
そ
LJ
に
於
て
は
'
此
の
連
関
に

関
す
る
閃
軸

が如
何
な
る

『
場
』
に
於
て
規
制
さ
れ
て
い
る
か
JJ
云
う
新
に
'
比
等

1
連
の
蓄
積
論
の
赴
す
い
て
い
る
方
法
論
が
如

何
な
る
性
格
を
有
す
る
か
JJ
云
う
事
を
具
鰐
的
形
態
で
は
っ
き
り
至

耶
し
て
い
る
C

そ
も
そ
も
現
驚
経
済
が

『
静
的
状
態
』
で
は
な
く

生
成
馨
展
過
程
に
於
て
把
握
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
限
り
'
そ
の
費
展
過
程

を
仝
機
構
的
に
把
担
す
る
市
牡
産
理
論
が
資
本
主
義
の
構
造
そ
れ
日
脚
の
運
動
形
態
を
歴
史
的
に
典
脚
的
に
発
明
す
る
方
法
論
で
あ

る
JJ
と
は
輝
い
な
い
｡
然
ら
ば
期
る
叩
生
産
確
論
が
現
班
的
典
昭
化
へ
の
t
契
機
と
し
て
こ
の
漣
脚
に
関
す
る
問
題
を
展
開
す
る
も



〟
.で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
'
今
ツ
ガ
ン
'

ロ
ー
ザ
､
ブ

ハ
リ
ン
､
-;
附
教
授
等

1
連
の
四
%
.産
理
諭
を
全
鰐
機
構
的
に
把
え
る
こ
JJ

に
rLi
つ
て
'
比
の
問
題
の
用
木
に
付
い
て
情
示
的
核
心
を
探
求
し
､
如
何
な
る
方
向
に
比
の
関
越
が
規
制
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
と
云

ラ
,U
と
を

明
ら
か
に
し
た
h
o

(

〓

イ

所

論

ツ
カ
ン
･.'',
ラ
ノ
ウ
ス
キ
ー
は
ナ
ー
ド
ニ
キ
的
見
解
が
餐
李
王
義
の
版
路
の
間
闇
を
油
費
語
要
と
蹟
握
結
び
つ
け
て
考
え
た
ド
グ

マ
を
耽
判
す
る
O
ツ
ガ

ン
に
よ
れ
ば
問

題
は
拘
費
稲
妻
の
み
に
限
先
さ
れ
る
も
の
で
は
な
-
､
粥
襲
来
要
と
同
時
に
生
産
的
需
要
に

関
す
る
問
題
な
の
で
あ
る

.
其
鹿
に
於
て
比
'
人
蘭
的
杓
費

一
般
に
代
監
す
る
生
産
的
油
費
が
布
衣
す
る
限
り
.
生
産
手
段
生
産
の

増
加
と
治
安
賓
料
生
産
の
増
加
と
は
垂
-
無
関
係
な
も
の
で
あ
り
'
資
本
制
吐
産
は
労
働
階
級
の
内
費
状
態
に
制
約
ru
れ
る
蕃
な
-

不
断
に
費
達
す
る
こ
と
が
:T=凍
る
O
従
っ
て
生
産
力
の
沓
達
と
大
衆
的
消
費
減
退
と
の
塑

止
か
ら
過
剰
生
産
を
説
明
す
る
JJ
JJ
は
談

･zl
で
あ
る
と
主
張
す
る
O
ツ
ガ
ン
に
よ
れ
ば
賓
本
制
生
産
に
放
て
.
爾
部
門
間
に
比
例
的
関
係
が
存
在
す
る
隈
少
､
耐
食
的
網
費
の

減
退
に
も
拘
ら
ず
'
生
産
物
増
大
の
均
衡
的
蓄
筒
は
可
能
で
あ
る
JJ
1.d
う
結
論
が
表
式
分
析
JJ
の
結
び
付
き
に
於
て
導
H
ru
れ
る
の

で
あ
る
D
即
ち
マ
ル
ク
ス
が
第
二
審
訊
三
第
に
於
て
展
開
し
た
再
生
産
衣
式
は

1
定
の
均
衡
倣
件
が
有
水
す
る
限
り
'
各
生
産
物
は

等
位
を
見
印
し
､

針
骨
的
組
珠
本
の
僻
佑
補
喋

･
素
材
代
芯
は
何
等
の
過
剰
も
な
-
貨
現
さ
れ
ろ
過
稗
を
分
析
し
た
の
で
あ
る
O
T｣

れ
ぽ
こ
の
表
式
分
析
に
従
っ
て
'
資
本
主
義
経
済
金
鰐
を
研
究
す
る
時
'『
一
般
的

政則
と
し
て
批
命
的
生
産
が
釣
合
い
良
く
配
分
冒

れ
て
い
る
場
分
に
は
､
消
費
の
減
退
も
消
費
物
箱
婆
の
減
少
も
市
場
に
於
て
'
何
等
詣
婆
に
判
す
る
供
給
の
過
剰
を
惹

起

し
行

な

再
生
産
規
術
に
開
す
･三

者
楽

聖

ハ
十
孔
雀

三
六
7

空

ハ
靴

凹
九



再
生
産
理
論
に
関
す
る
7
考
案

解
六
十
五
巷

三
六
二

第
大
館

五〇

い
｡
』
と
.
(ツ
ガ
ン
英
国
恐
慌
史
諦
鍵
本
璽

二

七
W
)

然
る
に
斯
る
ツ
ガ
ン
の
教
本
曹
稜
に
於
け
る
1
枚
的
漁
別
は
資
本
論
第
三
馨
に
展
開
さ
れ
た

『
直
接
碑
取
保
仲
と
擦
取
軍
規
促
件

と
の
矛
盾
』
に
関
す
る
所
論
と
明
か
に
矛
盾
す
る
｡
此
の
.矛
盾
は
ツ
ガ
ン
に
従
え
ば
､
琴

二
車
に
於
け
る
蔑
ま
れ
る
資
現
理
輪
に
塞

く
結
果
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
O
即
ち
＼
『
資
本
論
柵讐

雇

の
根
底
を
な
す
轄
税
理
論
は
'
第
二
雀
に
於
て
輿
え
ら
れ
た
耐
食
的
紙

背
本
の
再
生
産
表
式
と
完
全
に
矛
盾
す
る
O
然
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
指
摘
す
る
如
く

第
三
宅
は
第
二
雀
-
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
最
後
の

労
作
､
最
も
帥
熟
せ
婚
労
作
を
成
す
-
よ
り
も
以
繭
墓

晶

れ
た
も
の

で
あ
る
JJ
JJ
皇

蒜

て
は
な
ら

な
い
｡
』

両

上
琴

tO
冒

)

従
っ
て

『
表
式
の
結
果
と
し
て
生
じ
'
且
つ
マ
ル
ク
ス
が
仝
-
無
視
し
た
論
理
的
演
樺
』
面
上
軍

TO
Er貫
)
を
補
足
し
､
第
二
審
に

於
け
る
賓
規
理
論
に
慕
い
て

愚閑
n
.れ
る
時

『直
撰
搾
取
の
帳
件
JU
搾
取
茸
親
の
候
件
』
と
が
直
接
的
に
1
致
す
る
灸
-
新
し
い
相

矛
盾
し
な
い
結
論
に
到
達
す
る
と
彼
は
考
え
る
O

を
JJ
で
ツ
ガ
ン
は
マ
ル
ク
ス
表
式
の
論
理
的
完
成
と
し
て
'
彼
の
理
論
の
最
も
国
難
な
る
場
合
'
即
ち

『
労
賃
が
減
少
し
'
資
本

家
の
不
生
産
消
費
が
不
奨
な
る
場
合
』
の
旗
大
市
銀
産
表
式
を
自
ら
作
製
す
る
o

即
ち
｡

ッ
ガ
ン
塀
大
再
生
産
表
式

夢
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此
の
表
式
に
於
て

『
杜
骨
的
生
産
の
増
大
は
杜
骨
的
拘
費
の
減
少
JJ
相
並
ん
で
進
行
す
る
O
然
し
そ
の
下
に
あ
っ
て
'
生
産
物
の

需
給
は
完
全
に
均
衡
を
保
持
す
る
｡

敢
骨
的
生
産
の
碑
紙
的
拙
大
の
下
に
於
て
'
社
食
的
消
費
の
低
下
は
賓
木
偶
値
増
殖
過
程

の
如
何
な
る
樫
徴
な
撹
乱
さ
え
ひ
き
超
さ
な
い
｡
』
(a･
a･
O

S
･
S
･
28617)

即
ち
資
本
家
的
生
産
は
そ
れ
白
憎
の
た
め
に

l
仰
の
市

場
を
創
出
す
る
と
云
う
原
理
に
基
き
ー

『
資
本
家
的
経
済
に
於
て
は
商
品
に
封
す
る
帯
嬰
は
或
る
意
味
に
於
て
は
批
命
的
滑
費
の
鵠

範
国
か
ら
渦
立
し
て
ゐ
る
O
又
そ
れ
は

｢健
全
な
る
人
間
悟
陳
｣
の
見
地
か
ら
は
如
何
に
荒
唐
無
稽
に
見
え
よ
う
JJ
も
献
身
的
消
費

(聾

の
聴
範
囲
軒
減
退
L
t
而
も
同
時
iLJ
雪

印
に
封
す
る
酢
骨
的
辞
要
が
増
加
す
る
JJ
JJ
は
可
能
で
あ
る
』

と
,某
張
す
る
の
で
あ
る
｡

(醍
)

ツ
ガ
ン
英
国
恐
慌
免
許
錘
本
題
二
九
貢

此
庭

に
於

い
て
は
資
本
苛
積

の
可
能
的
促

件
に
関
す
る
問
題
は
政
令
的
生
産
部
門
相
互
間
に
於
け
る
比
例
的
配
分
に
限
定
さ
れ
'

『
消
費
の
或

t
先
般
態
｣
は
均
衡
の
サ
使
件
で
は
な
く

む
し
ろ
過
少
拘
費
の
中
に
資
本
蓄
積
の
基
本
的
原
因
が
存
在
す
る
こ
と
と

な
る
の
で
あ
る
O
其
虚
に
あ
つ
て
は
'
恐
慌

へ
の
特
化
は
此
の
比
例
性
の
破
壊
に
他
な
ら
ず
'
こ
の
こ
と
は
資
本
制
生
産
の
無
政
府

W:生
産
理
爺
に
関
す
る
T
考
察

帝
大
十
五
箇

三
六
三

帝
大
軟

玉
7



再
生
蕨
政
静
に
関
す
る
1
考
察

解
六
十
五
番

≡

ハ
甲

節
六
現

雪

r

軽

の
必
然
性
に
基
-
も
の
で
あ
る
JJ
ツ
ガ
ン
は
考
え
る
っ
従
っ
て
恐
慌
の
根
本
的
原
田
を
大
衆

的
消
費

減

過

に
規

制

す
る
過
少
消
費

汝
は
'
過
少
消
費
を
避
軸
と
す
る
寄
木
蓄
項
の
進
展
が
教
本
制
空

産
の
無
数
肘
性
の
必
然
的
齢
籍
と
し
て
､
JJ
の
均
衡
的
配
分
関
係

を
撹
乱
す
る
限
り
に
於
て
の
み
質
常
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
O

然
し
此
魔
に
ツ
ガ
ン
に
よ
っ
て
r
不
均
衡
化
(
の
.梶
木
的
原
田
と
し
て

求
め
ら
れ
た
6
.本
制
生
産
の
無
政
府
冊
に
よ
る
必
然
性
は

恐
慌
の
体
刑
で
は
あ
る
が
内
的
必
然
性
で
は
な
い
.
従
っ
て
ツ
ガ

ン
は
不

均
衡
化
を
招
雅
す
る
不
比
例
性
の
直
接
的
原
田
を
投
機
過

剰

･
資
本
不
皿

･
信
州
紋
乏
等
々
流
通
過
程
に
於
け
る
琴

哀

帆
現
象
に
規
制
し
､
単
な
る
過
期
術
環
諭
的
敷
菊
理
論
に
逆
行
せ
ざ

る
を
得
な
い
rL6う
に
な
る
の
で
あ
る
D

P

批

判

ッ

ガ
ン
の
表
式

は
レ
ー

ニ
ン
里

.F;う
如
く

『
驚
際
可
能
で
あ
･e
(

資
本
主
義
に
於
て
も
起
り
得
る
D
然
し
暇
に
過
剰
年
産
物
は

此
燈
に
存
在
し
な
い
と
し

て
も
生
産
と
拘
資
と
の
問
に
矛
眉
が
布
衣
す
る
/J
と
を
溝
際
否
定
し
得
る
で
あ
ら
う
か
｡』
(
レ
ー
'l
ン
市
境

理
論
河
野
竺

二
二
W
)
『
資
本
主
義
耐
食
に
於
け
る
粂
救
産
物
箕
規
を
何
等
過
剰
生
産
物
な
し
に
粂
-
考
え
得
る
が
､

郭
本
妻
糞

を
先

度
と
油
受
と
の
間
の
不
照
艦
な
･)
に
は
考
え
る
JJ
と
は
円
木
な
い
｡
』
へ同
点
音
二

Tl哀

)資
本
主
義
の
肺
路
は
再
生
産
秦
式
に
於
て
示

さ
れ
る
如
く

生
産
的
田
費
に
よ
っ
て
l
厨
念
壇
に
披
大
さ
れ
る
と
云
う
意
味
に
於
て
偶
人
的
油
費
か
ら
或
程
度
弼
立
的
で
は
あ
る
)

が
究
極
に
於
て
生
産
的
油
費
は
個
人
的
滑
費
と
連
関
し
て
い
る
O

マ
ル
ク
ス
は
此
の
鮎
に
関
し
て
次
の
如
-
述
べ
て
い
る
｡
-

『
わ

れ
わ
れ
の
見
た
よ
う
に

(璽

1巻
節
三
第
)
不
安
資
本
と
不
壁
資
本
と
の
間
に
は

l
つ
の
間
断
な
き
拭
通
が
行
わ
れ
る
D

(革
1
部
内
部

に
於
け
晶

互
1#
引
-
引
用
者
)

こ
の
流
通
嘩

そ
れ
が
個
人
的
消
費
に
は
決
し
て
入
ら
な
い
JJ
云
う
限
り
で
宣

し
首
り
偶
人
的
滑
費

か
ら
禦

止
し
て
い
る

O
そ
加
は
し
か
し
･
不
壁
溌
木
の
生
産
は
準

し
て
そ
れ
自
身
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
省

は
な
く

た
だ
を
の



吐
産
物
が
仰
人
的
抑
資
に
入
る
と
JJ
ろ
の
生
産
諸
部
門
に
於
て
不
嘩
醗
木
の
.上
り
多
-
が
任
州
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
の
み
行
わ
れ
る
)J

と
把
よ
っ
て
､鮭
局
的
に
は
個
人
的
油
受
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡』
(碇
本
諦
聖
二
巻
上
､
t〓
ハ
四
貰
)｡従
っ
て
｢『
社
食

的
拘
資
力
』
と

『
各
帯
生
産
部
門
の
均
衡
』
と
は
-
JJ
れ
は
何
か
個
別
的
な
'
喝
立
的

な
互
に
給
食
さ
れ
な
い
保
件

で
は
な
h
o
反

動
に
消
費
の
或

t
定
状
態
は
均
衡
の
t
要
素
で
あ
る
｡｣
(
レ
エ

ソ
市
場
珪
酸
河
野
轟
九
九
m
)
ツ
ガ
ン
が
云
う
如
く

『
資
本
主
義
経
済

の
目
的
は
最
早
人
間
拘
費
で
は
な
5
』
(
ツ
ガ
ン
英
国
恐
慌
ー史
論
鍵
芥
軍

完

貢
)
J
J
]茶
う
jJ
と
は
寄
算
で
あ
る
O
然
し

『
こ
､の
事
茸
と
生

産
は
輯
月
内
費
と
結
び
付
き
､
資
本
主
義
社
食
に
於
て
も
そ
れ
枚
拘
費
に
依
存
し
て
い
る
圭

耳
う
革
茸
と
の
間
の
矛
盾
は
懸
絶
の
矛

盾
で
は
な
く
'
硯
食
生
活
の
矛
盾
で
あ
る
0』
(
レ
ー
ニ
ン
市
場
理
論
河
野
謬
七
三
貰
)
賓
孝
平
義
融
合
に
於
て
は

!
方
で
は
生
産
の
雅
制

限
的
拭
張

へ
の
衝
動
が
内
准
L
t
他
方
で
は
何
人､㈹
消
費
の
城
張
に
可
成
り
の
狭
い
限
鹿
を
設
け
る
4
歳
新
七
米
の
貧
同
化
と
そ
の

所
有
別
布
と
が
存
在
す
る
C
こ
の
年
歳
JJ
的
費
の
矛
屑
-
生
産
の
朴
命
的
仲
野
と
そ
の
結
果
の
私
的
占
和
と

.:h/う
植
林
的
矛
店
か
ら

溌
生
す
る
最
も
重
要
な
る
矛
盾

の
1L
つ
～

こ
の
矛
府
を
琴

1堀
に
於
け
る
社
規
′の
分
析
は
少
し
も
否
定
す
る

も
の
で
太
く

か
へ

っ
て
生
産
的
滑
費
と
個
人
的
滑
費
と
の

問
の連
繋
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
政
い
の
で
あ
る
｡
即
ち

『
(滑
費
に
よ
る
発
現
の
制
限
I
引
用

普
)
J
J

の
問
題
は
次
第

(蟹

一番
解
三
桁
-
引
用
者
)
で
始
め
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
o』
(頚
本
論
8
1遍

節
7
六
草
堅
二
二
の
侶

&
)

こ
の
事
は
レ
-
tL
ン
も
次
の
如
-
確
言
し
て
い
る
o
jZ
-
O

『
統
合
的
柵
溌
林
の
好
生
産
並
に
粁
命
的
件
産
物
の
偶
々
の
構
成

部

分
の
補
填
の
過
程
を
理
解
す
る
こ
と
な
-
し
て
は

｢
治
費
｣
に
つ
い
て
詮
明
す
る
JJ
JJは
不
可
能
で
あ
る
』
と
O

(
レ
I
IL
ン
､
市

場
理
論
河
野
W
l)完

pE)
か
-
て
『
生
産
の
た
め
の
生
産
-
滑
費
に
照
鮭
す
る
こ
と
な
き
生
産
の
拭
大
』
は

甲頭
鷲
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
』
,

で
あ
り
'

『
資
本
主
義
の
費
達
は
矛
府

の
全
系
列
中
以
外
に
は
あ
-
得
な
い
D
佃
し
て
JJ
れ
ら
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
は
資
本
主

再
生
産
讃
辞
に
関
す
る
7
考
察

節
六
十
五
巷

三
六
五

第
六
鍵

五
]]Z



再
典
産
理
論
に
関
す
る
T
考
察

鰐
六
十
五
番

T]完

六

鰐
六

披

五
四

質
)
こ
と
に
他
な
ら
な
い
D

斯
る
資
本
主
義
に
内
在
す
る
矛
盾
を
指
摘
し
得
な
か
っ
た
ツ
ガ
ン
が

I
･マル
ク
ス
剰
除
慣
値
諭
に
立
脚
し
な
3,の
み
な
ら
ず
'

労
働
何
倍
静
を
79
放
棄
し
､
そ
の
結
果

マ
ル
ク
ス
滞
生
産
表
式
JJ
市
典

笹
沢
的見
解
と
の
単
な
る
綜
合
と
し
て
､
再
生
産
の
均
衡
喝

件
と
生
産
力
硬
匪
と
を
磯
城
的
に
結
び
つ
け
て
'
興
っ
た
軍
刀
の
上
に
金
曜
的
に
構
成
さ
れ
た

マ
ル
ク
ス
蛮

本蓄
積
諭
の
重
機
樺
を

平
田
的
な
韻
に
於
て
均
衡
論
的
に
規
制
し
た
の
は
馬
然
の
成
行
で
あ
る
O
さ
れ
ば
彼
に
於
て
は
資
本
制
生
産
の
葱
連
へ
の
限
界
は
生

産
諸
力
の
蓉
達
水
準
そ
れ
自
侭
即
ち
生
産
の
披
術
そ
れ
百
昭
の
間
組
に
規
制
さ
れ
ち
.
然
る
に
技
術
的
進
歩
は
そ
れ
白
髄
何
等
の
喝

界
性
を
和
し
な
い
が
故
に
資
本
制
生
産
に
も
此
の
限
界
性
は
存
在
し
な
3,0
従
っ
て
共
産
に
於
て
は
､
資
本
制
生
産
の
崩
壊
は
内
的

矛
盾

の
必
然
性
に
濃
く
も
の
で
は
な
く
'
『
所
韻
放
射
的
配
分
関

係
』に
兆
く
'
『
倫
理
的
要
諦
の
関
越
』
と
し
て
提
起
せ
ざ
る
を
得

な
い
結
果
L｣な
っ
た
の
で
あ
る
｡

(

〓
)

ィ

所

論

､

ロ
ー
ザ
は
ツ
ガ
ン
が
生
産
と
消
費
と
を
完
全
に
分
離
し
.

『
資
本
等
積
と
生
産
の
接
張
と
は
的
費
が
挺
射
的
に
減
少
す
る
賂
令
に

す
ら
可
能
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
教
導
的
に
諭
琵
す
る
磯
智
』
(
ロ
ー
ザ
資
本
等
稀
論
評
El
三

書

を
量
し
､
『
論
辞
に
熱
中
の
飾
り
澄

明
さ
る
べ
き
こ
と
以
上
に
澄
明
し
て
』
(同
上
琶
二
九
七
号

第
三
食
に
於
け
る
遮
本
的
主
張
た
る

『
資
本
主
轟
的
分
配
関
係
下
に
於
げ

ろ
生
産
力
の
無
制
限
な
る
膨
張
能
力
JJ
靴
骨
的
消
費
の
限
ら
れ
舟
膨
張
能
力
と
の
問
に
内
水
す
る
矛
盾
』
(同
上
晋
E
三
九
亀

を
放
棄

し
た
JJ
と
に
劃
し
て
欺
問
を
提
起
す
る
O



ロ
ー
ザ
に
上
れ
ば

『
単
に
を
式
の
み
を
見
る
と
き
は
寄
野
に
於
て
'
期
-
の
如
き
解
群
を
許
す
』
(同
上
音
E
[二
八
.a
)
も
の
で
あ
っ

て
t
と
JJ
に

『
マ
ル
ク
ス
理
静
の
見
地
か
ら
吟
味
す
る
と
き
'
そ
れ
が

マ
ル
ク
ス
の
理
論
JJ
幾
象
の
原
理
に
於
て
矛
盾
し
て
い
る
JJ

と
が
費
見
さ
れ
る
｡』
(同
上
等
四
二
八
嘗

抑

々
資
本
背
積
が
可
能
な
る
た
め
に
は
'
翠
に
衷
式
に
示
さ
れ
た
両
部
門
相
克
間
の
比
例
闘

-･
[
･
!∴

..

+
.-
_

I.
.

.

∴

J

.
:
.
7
･
'
･
･..

1.+

_
..

.

何
ら
の
緒
論
を
得
る
こ
と
は
..7.d
衆
な
い
｡
何
者

マ
ル
ク
ス
の
表
式

に
於
け
る

.L
蚊
的
前
提
が
箪

な
る
技
術
的
傑
件

で
あ
り
'
資
本
制

縦
令
に
掛
け
る
轟

1
的
支
配
な
る
歴
史
的
前
提
を

無
倣
件
的
に
JJ
り
上
げ
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
.
従
っ
て

『
資
空

洞
約
二
巻
.i.LJ於

て
は
'
間
麿
の
解
決
を
と
う
し
て
も
懲
見
す
る
こ
と
は
川
雑
な
い

O』
rL
o
(同
上
賓

1
九
1
軍

マ
ル
ク
ス
の
擁
大
再
生
産
衷
式
に
於
け
る
不
充
分
件
は
第

t
唯

'
琴
二雀
に
於
て
'
そ
の
世
論
的
構
成
の
北
本
的
婆
乗

で
あ
る
資

本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
と
.
そ
れ
吃
伴
う
労
働
の
姓
産
牡
の
増
大
に
関
す
る

問
題
が
秦
式
展
開
に
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
JJ
JJ
で

も
明
ら
か
で
あ
る
JJ
ロ
ー
ザ
は
考
え
る
O
従

っ
て
t
JJ
の
要
素
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
'

ロ
ー
ザ
自
身
表
式
を
作
成
し
'
蓄
積
さ

ヽ

れ
た
剰
飴
僻
植
部
分
未
硯
規
即
ち

『
生
産
手
段
の
不
足
と
拘
費
手
段
の
過
剰
と
が
yi･･々
帝
大
す
る
過
粗
』
を
明
ら
か
に
し
た
O

即
ち
O

ロ
ー
ザ
摂
大
:i:生
産
表
式

前

:
.+

5000
C

+

)
0
0
0
V

+

1
0
0
0
,n

=

7
0
0
0

)430
C

十

蛤gS
V
十
B
8
5
m

-

2
0
0
0

仔
生
産
理
論
に
関
す
る
r考
葬

節
六
十
五
番

三
六
七

解
大
館

五
五



朽
生
産
延
滞
に
関
す
る
l
考
察

解
六
十
五
悠

≡

ハ八

解
大
横

空
ハ

I

rF')000
C
十

]000
V

十

500hL
(K
)
+
･烏
8小"
EC

⇒

)430
C
+
285
V

+

)0
1771
(K
)
十
)4
]首

(C
)

T
L首

(V
)

は
凶

1
+

26
:"Z
(V
)

夢

二

牛

Ⅰ

5

42B
C
+

tO
T
1
St'
+

toss"I
I

7i38S

I
･
)587C
+

･巴
)
即
V

+

S字
､l
I

5'B
IE,

(生
産
手
段
不
足
S
)
=
治
安
財
過
剰

〟

解

三

年

I
.
59
0

3

C

+

ttB9
V
+
)
173m

1

82
4,5

7
.
1726C
+

83
)
V

+

Ei42m

=

B399

(生
産
手
段
不
足
56
)
-
滑
資
財
過
剰

革

四

年

-

1
.
雷
24C
+

)205
V
+
)97]m

I

BgOO

T
L
1879C
十

36
0
V

+

37
tm
I

B60
0

(生
産
手
段
不
足
8
)
1-
滑
資
財
退
潮

(能
)

向
上
番
田
71二

貫

ノ

耽

る

消
費
財
の
過
剰
生
産
は
ロ
ー
ザ
に
よ
れ
は

『
自
ら
繁
華
王
薬
的
生
床
を
行
っ
て
い
な
い
耐
食
暦
又
は
批
倉
』

へ同
上
寄
四
五
｡

貫
)

即
ち
非
資
本
主
義
的
領
域
た
る
琴

lT者
の
布
衣
が
あ
っ
て
の
み
'
親
木
蓄
積
の
根
本
催
件
た
る
剰
解
侶
偶
の
貨
幣

へ
の
特
化
が

行
わ
れ
得
る
の
で
あ
る
o
即
ち

『
剰
飴
慣
値
の
非
資
本
主
義
的
な
購
買
者
の
布
衣
は
淡
本
及
び
そ
の
蓄
積
の
生
存
催
件
で
あ
-
'
徒

っ
て
そ
の
限
り
に
於
て
'
賓
本
蓄
磯
の
問
題
に
於
け
る
決
定
的
な
鮎
で
あ
る
｡』
(同
上
藩
四
七
0
号

さ
れ
ば

『
賓
本
主
義
的
蓄
積
は
嘩



動
を
つ
づ
け
て
行
く
た
め
に
放
そ
の
環
境
と
し
て
非
教
本
主
義
的
な
融
命
が
形
成
さ
れ
て
い
る
JJ
と
を
必
然
JJ
L
､
不
断
の
新
陳
代

謝
を
成
し
っ
つ
'
そ
れ
と
共
に
前
進
L
t
而
し
て
蓄
硬
が
JJ
の
環
境
を
見
出
す
限
り
に
於
て
の
み
和
紙
す
る
こ
と
が
的
雅
る
と
云
ふ

排
話
法
的
な
矛
盾

の

巾
に
杭
あ
っ
て
い
る
』
JJO
(同
上
斉
田
三

軍

従

っ
て
そ
こ
に
於
て
'

ロ
ー
ザ
は
硬
木
制
生
産
に
於
け
る
永
久

的
過
剰
む
藍
の
布
衣
に
止
っ
て
､
賓
木
蓄
積
の
T
股
的
可
能
性
を
否

定
し
､
そ
の
生
存
倣
件
た
る
非
資
本
主
義
的
領
域
の
接
待
JJ
云

う
外
的
帽
係
の
み
に
蓄
積
の
可
能
的
限
鼎
を
規
制
す
る
の
で
あ
る
っ
そ
の
結
濃
紫
本
刑
欠
席
の
厨
蟻
は
讃
横
の
増
大
に
と
も
撃
つ
非

溌
本
主
義
的
領
域
の
消
滅
に
そ
の
客
観
的
歴
史
仙
限
界
性
を
形
成
し
'
州
る
限
界
に
焚
き
写

心
緒
'
機
械
論
的
に
…朋
填
す
る
と
云
う

必
然
件
が
!.#
:7
さ
れ
る
の
で
あ
る
.

ロ

批

判

期
る
ロ
ー

ザ

に
rLi
る
琴

一巻
と
琴

二
雀
と
の
矛
盾
と
し
て
払
超
さ
れ
た
間
脳
は
､

ロ
ー
ザ
が
ツ
ガ
ン
と
同
様
に
こ
れ
ら
に
夫
々
匪

閃
さ
れ
た
理
論
を
同

T
次
元
に
於
て
の
み
観
察
し
た
結
果
に
綜
若
す
る
の
で
あ
る
.
従
っ
て
u
I
ザ
は

マ
ル
ク
ス
の
叫
生
産
表
式
に

於
け
る
問
題
が
針
骨
的
沸
教
木
の
昭
低
癖
激

･
素
材
醍
鮎
か
ら
す
る
補
填
関
係
の
分
析
-

献
身
的
認
新

本
の
流
通
が

l
娘
に
如
何

に
し
て
起
る
か
と
云
ふ
JJ
JJ
の
み
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
友
S
こ
JJを
昧
つ
替
り
と
理
解
し
て
な
い
O
そ
JJ
で
p
I
ザ
は
衷
式
分
析

に
紺
聯
し
て
.
葛
碕
さ
れ
た
剥
僚
侶
値
流
通
に
於
け
る
食
味
源
泉
は
関
す
る
問
題
を
傭
値
と
使
用
憤
偶
の
二
田
r
を
食
む
尚
晶

･
.5

ち
金
と
し
て
常
両
の
補
填
過
程
の
分
析
に
合
致
せ
し
め
ず
'
『
抽
象
的
肺
幹
的
労
働
の
鰭
現
』
と
し
て
'
即
ち
貨
幣
そ
れ
自
憎
と
し
て

考
案
し
'
市
場
に
於
け
る
貸
鴨
と
商
品
JJ
の
封
立
的
把
裾
に
於
て
問
題
を
提
起
す
る
の
で
あ
る
O
然
る
に
蓄
積
さ
れ
た
剰
飴
憤
他
の

貨
幣
源
泉
に
封
す
る
問
題
は
流
通
手
段
･Lfし
て
の
貨
幣
の
節
約
'
流
通
速
蛙
の
.増
大
及
び
退
就
貸
憎
の
機
能
特
化
に
よ
っ
て
解
決
さ

●

る
べ
き
問
題
で
あ
っ
て
.
増
大
せ
る
制

酸
低
値
甥
現
は
劉
願
せ
る
貨
幣
濃
の
増
大
に
Ji/っ
て
制
約
さ
る
べ
き

必然性は
有
し
な
い
｡

再
生
産
理
論
に
関
す
る
1
考
察

解
六
iI
五
懸

≡
ハ
九

上空
へ魂

五
七



5:生
爵
捗
純
に
関
す
る
l
考
案

第
六
十
五
番

三
七
〇

解
大
助

託
八

即
ち
ロ
ー
ザ
も
引
剛
し
て
い
る
如
-

『
貸
借
そ
れ
目
昭
と
し
て
は
規
溝
的

再
生
産

の
要
素
で
は

た
い
』

壷

本
掃
撃

l
巻

凹
11
7
貰
)

の
で
あ
る
｡

ロ
ー
ザ
は
断
の
如
き
葛
横
さ
れ
た
剰
飴
低
位
の
資
本

へ
の
樽
化
に
関
す
る
貨
幣
淑
泉
の
間
嶺
に
封
す
る
誤
っ
た
規
定
か
ら
桝
脅
し
~

JJ
の
貨
幣
源
泉
を
何
庭
k
r求
む
べ
き
か
の
問
題
を
耐
食
的
有
数
需
要
と
の
結
び
つ
け
に
於
て
蟹
展
さ
せ
る
｡
即
ち
ロ
ー
ザ
に
よ
れ
ば

共
産
に
於
て
は
'

『
蓄
積
が
問
題
･Jな
る
時
､
嵐
髄
が
何
虞
よ
り
葬
る
か
が
問
題
で
は
な

-

追
加
的
生
産
物
に
靭
す
る
需
要
が

何
庭
か
ら
蘇
る
か
が
問
題
で
あ
る
』
と
O
(同
上
讃

〓
ハ
四
W
)
即
ち

『
剰
飴
慣
値
の
経
鱒
的
需
要
』
と
し
て
の
貨
幣
的
特
質
力
を
持
つ

琴

二
者
が
存
在
す
る
と
云
う
こ
と
が
蓄
積
さ
れ
る
剰
解
憤
値
筆
硯
の
蓮
動
過
程
の
可
能
的
倣
件
と
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
然

る
に
苛
税
さ
れ
た
剰
僚
慣
値
部
分
に
関
す
る
試
要
の
問
題
は
攻
の
如
-
解
決
さ
れ
る
O
即
ち

『
追
加
的
生
産
手
段
の
購
叫月
者
は
賓
本

家
そ
れ
自
身
で
あ
-
'
追
加
的
消
費
財
の
好
男
者
は
追
加
的
労
働
者
辻
で
あ
る
｡
』
(プ
ハ
リ
ン
帝
国
主
義
と
資
本
蓄
樺
原
著
四
三
嘗

共
起

に
於
て
は
'
剰
除
慣
倍
の
資
本
へ
の
蒋
北
を
通
じ
て
'
商
品
生
産
の
所
有
港
刑
は
必
然
的
に
資
本
制
占
有
法
則
に
柿
化
さ
れ
'
斯
る

占
菊
池
m
TL
に
澱
て
'
資
本
笥
積
は
そ
れ
白
贈
塊
大
し
つ
つ
あ
る
資
本
関
係
bT
輔
生
産
に
他
挙
り
な
い
の
で
あ
る
o
従
っ
て
ロ
ー
ザ

に
放
け
る
加
-

『
生
産
の
た
め
の
生
産
撫
張
』
を
焚
木
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
撫
意
味
な
こ
と
で
あ
る
JJ規
定
す
る
JJ
JJ
は
'
比
の
賛

本
番
積
に
よ
る
資
本
関
係
の
損
大
雨
生
産
過
程
の
規
定
そ
れ
自
牌

の
曲
解
iiLJ他
な
ら
な
い
JJ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
O

マ
ル
ク
ス
の
分
析
は
於
て
は
'
融
合
成
員
の
生
産
諸
関
係
に
の
み
梅
限
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
'
生
産
関
係
以
外
に
あ
る
婆
因

を
川
い
て
い
な
い
.
然
し

マル
ク
ス
が
生
産
閲
喉
に
問
題
を
極
限
し
た
こ
と
は
何
も
経
済
分
析
か
ら
鴇
場
関
係
を
除
外
し
た
も
の
で



分
析
に
於
け
る
斯
る
定
義
は
経
済
孝
の
課
題

を
単
な
る
横
軸
諭
的
観
念
的
立
堤
に
規
制
す
る
こ
と
を
排
す
る
た
め
で
あ
っ
た
O′然
る

に
p
I
ザ
に
於
て
は
こ
の
定
義
を
理
解
せ
ず
.
『
資
本
制
経
済
に
於
て
交
換
が
経
済
を
安
配
す
る
』
(
ロ
ー
ザ
経
済
拳
入
門
)
JJ
uq
う
匙

的
規
定
に
基
き

,市
場
関
係
の
分
析
に
於
て
の
み
問
題
を
求
め
た
が
故
に

『
EE
越
た
ら
ざ
る
も
の
に
問
題

を
求
め
』
'資
本
主
義
制
度

の
構
造
的
自
己
連
動
JJ
し
て
の
形
態
襲
化
を
横
械
論
的
問
題
に
規
制
し
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
ロ
ー
ザ
は
外
的
関

係
の
み
に
披
張
再

生
産
の
可
能
促
仲
の
限
界
を
認
め
.
単
純
再
生
産
に
於
て
既
に
現
わ
れ
､
月
つ
祉
宙
的
資
本
の
践
損
再
生
産
に
際
し
て
､
よ
り
以
上

に
頚
達
す
る
資
本
制
生
産
の
内
的
矛
席
を
隠
蔽
す
る
結
果
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
む
で
あ
る
O

(

≡
)

.

イ
所

論

ブ
ハ

リ
ン
は
斯
る
ツ
ガ
ン
の
漁
定
調
和
論
的
均
衡
論

へ
の
偏
向
JJ
p
I
ガ
の
永
久
的
過
少
油
費
に
問
題
の
所
木
を
規
制
す
る
棟
槻

諭
的
見
解
へ
の
批
判
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
O

ブ

ハ
り
ン
に
よ
れ
ば
'
幾
度
と
拘
費
と
の
関
係
は

『
経
済
的
技
術
的
連
関
』
に
於
て
把
捉
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
O
即
ち
~『
枇
産
手

段
生
産
の
一
足
状
態
は
消
費
手
段
牡
産
の
全
く

1
先
状
態
が
照
膝
す
る
O』
(プ
ハ
リ
ン
帝
国
主
義
と
賓
本
書
梼
原
聖

二

貰
)
従
っ
て
『
恐

悦
は
融
骨
的
生
産
の
不
均
街
か
ら
錐
す
る
と
は
云
へ
消
費
の
キ
ー
メ
ン
PL
は
不
均
衡
の
l
成
分
を
な
し
て
い
る
』
j/同
上
署
八
〇
貰
)

の
′で
あ
る
O
斯
る
再
生
産
の
正
常
的
形
態
か
ら
の
婚
乱
は
ブ

ハ
リ
ン
に
従
え
ば

『
市
場
に
於
け
る
貸
簡
連
関
Eh
JJ
『
布
教

需

要
』
と

の
二
促
件
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
O
斯
る
二
擬
仲
を
通
し
て

『
粂
生
産
部
門
の
不
均
衡
か
ら
成
る
許
JEl
で
な
く

生
産
と
個
人
的
消

費
と
の
問
の
不
均
衡
か
ら
な
っ
て
い
る
』
(同
上
等
八
四
号

不
均
衡
化
過
程
が
蟹
規
す
る
の
で
あ
る
｡
そ
も
そ
も
舞
木
制
生
産
に
於
て

河
生
産
珪
論
に
関
す
る
7
考
察

第
六
十
五
容

三
七
7

第
六
択

五
九



pf
生
産
郡
諦
に
閑
す
る
叫考
寮

節
六
十
R
.巻

三
七
二

節
六
暁

六
C
)

量

産
部
門
間
の
均
衡
は
経
験
的
に
は
存
在
貰

､
唯
共
の
停
向
JJ
J
て
均

衡

の
不

順
の
拙

乱

過
程
に
於

て
の
み
連

行

溝

る
e
JJ

の
撹
乱
が
社
食
的
再
生
産
の
進
行
途
上
虹
於
て
不
可
避
的
な
諸
困
難
を
惹
起
す
る
と
1万
う
の
は
生
産
部
門
の
均
衡
が
貨

飴
･tr市
場
を

通
じ
て
連
行
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
O
と
の
市
場
に
於
け
る
貨
傾
連
関
の
原
典
と
し
て
'
拍
資
財
生
産
と
こ
れ
に
封
す
る
有
効
需
要
と

の
間
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
'
ひ
き
起
さ
れ
る
紙
生
産
と
社
食
的
消
費
と
の
間
の
不
均
衡
が
統
合
的
蒋
生
産
の
綾
上
に
不
可
避
的
に
撹

乱
を
惹
起
す
る
と
彼
は
考
え
る
O
然
ら
ば
斯
る
消
費
財
生
産
と
洞
硬
雀
料
に
封
す
る
有
数
討
翠
と
の
陶
の
不
均
衡
は
如
何
な
る
榎
田

か
ら
費
硯
す
る
で
あ
.ら
う
か
O
ブ

ハ
>
ン
に
･LLれ
ば
'
そ
れ
は

『
賛
*
主
義
に
於
け
る
灘
率
の
存
廃
に
よ
る
生
産
を
急
速
に
教
護
さ

せ
よ
う
と
す
る
傾
向
と
産
業
漁
備
革
の
願
迫
に
よ
′る
労
働
袋
金
を
引
下
げ
よ
う
･J
す
る
傾
向
･
云
は
ば
渦
費
の
の
り
を
越
え
て
%
崖

を
増
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
』
(陶
上
市
八
二
貫
)
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
O
こ
の
傾
向
は
資
本
制
生
産
に
於
け
る
計
婁
件
の

映
如
tbQ

必
然
的
踊
拓
で
あ
る
O
従
っ
て
共
魔
に
放
て
は
生
産
の
た
め
の
生
産
と
云
う
硯
指
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
.ス
は
認
め
ら
れ
て
も
'
生
産
の
印

判
的
猫
立
性
は
祈
る
計
煮

付
の触
加
に
逃
-
.
錯
誤
授
賓
等
叱
基
因
す
る
偶
然
的

1
時
的
な
も
の
と
し
て
現
わ
れ
ざ
る
を
得
な
S
u

と
は
論
を
ま
た
な
.S,o

然
ら
ば
プ

ハ
>
ン
は
こ
の

『
計
葺
件
の
触
如
』
と
表
式
と
を
結
び
つ
け
そ

『
均
衡
の
T
傑
作
で
あ
る
消
費
の
あ
る

1
定
状
態
』
の

変
化
が
如
何
な
る
プ

ロ
ロ
ス
を
へ
て
.
均
衡
化
過
程
を
蝿
乱
す
る
か
を
次
の
か
-
詮
明
す
る
っ

J
･
C
l
十

V
J
･L
"J
十
も
]C

十
Po.V
-

IV
Z

I

.

t
+

V
n.
･l
q
e
+

P
CC

十

P
=7
.
-

ETr=

打
於
け
る
均

衡

陳
作
は

Cは
十
P
IC
-

V
]
+
oJ
十

P
.T7

1,
I



V】｣
3'V
I

C
は

+

雷
C

-
､ご

徹っ
て

C
は
十

B
:C

-

,Z】
>

,V
l
+

B
I
V

句ー
ち
生
産

手
段

の
宇
摩

に
於
け

る
将

非
可
雛
資
本
よ
P

｢
〆
1

@
2L
-

(,J
が
大
て
あ
る
亀
倉
滑
発
射

の
過
御

社産
が
発
生
す
る
0

(班
)

同
上
苛
八
■五
首

期
る
等
式
脚
係

の
不
等
式
関
係

へ
の
樽
化

は
次

の
如

き
形

を

と

っ

て
湧
か
れ

る
O
即

ち

『
終

労
働
力

の旧
慣
珊

額
帥

ち
労
働

賃
金

絶
頻
が
労
働
者
資
料

の
偲
他
紙

痢

iJ
等

し
-
な
け
れ

ば
r#
Jち
な
.i

o

前
者
を
γ

を
以

て
硯
は

せ
ば

V

-
(Vl
+
JV

)
+
(
V
,
+
P
I
V
)

を
縛

る
O

期

の
如
き
等

式
戊

安

定

し
た
調
和
を

反
映
す

る
79
の

で

は

な

く

そ
れ

が
現
質

に
於

て
存

和
し
てな
い
の
は
資
本
制

制
度

に
於
け
る
自
賛
的
陣
質

た
る

矛
盾
に
満

ち
た
僻

向
即

ち
生
産

は

促

進

し
､
賃
金

は
引
下
げ

ん
と
す

る

努
力
の所
環

で
あ

る
O

斯
く

て

資
本
制
生
産
の
動
熊
草
は

V
<
(V
l+
B
lV
)
+
(
V
,+
B
bV
)
に
締
着
す
る
O
換
言
す
れ
ば
錐
産
JJ油
野
の
不
均
衡
が
常
州
さ
れ
る
｡』

向
上
寄
八
六
-
八
七
W
)
JJ
/J
に
均
衡
の
小
便
件
と
し
て
の
滞
費
の
或

■L
i瓜
状
塵
の
埼
乱
･+
等
式
関
係
の
不
等
式
化
I
>
均
衡
催
仰
の
雌

乱
過
程
が
且
H
さ
れ
る
D

P

批

判

ブ

ハ

>
γ

は

不

均
衡
化
過
程
に
脚
す
え
側
歯
を
労
働
者
の
鵜
少
油
密
に
求
め
た
の
で
あ
る
O
然
し
弼
･,6
ブ

ハ
リ
ン
の
鬼
本
的
且
酢

即
ち
労
働
力

の
慣
依
以
f･
へ
の
切
下
げ
は
僻
値
分
配
巷
の
過
程
i
J他
な
ら
す
'
そ
の
限
り
に
於
て
'
仝
腰
的
と
し
て
は
僻
倍
史
的
に

何
等
の
矛
眉
も
求
め
ら
れ
得
な
い
O
労
働
者
拍
費
財
の
問
題
に
附
.S,て
の
み
限
定
し
'
慣
借
景
的
矛
盾
を
強
い
て
求
む
れ
ば
'
そ
れ

は
斯
る

V
<
〔
F'-+
Q
T'-)
+
(V
.+
JW
柑)
が
群
本
制
作
産
の
絶
え
ざ
る
自
費
的
性
質
の
必
然
的
傾
向
た
る
限
り
永
久
的
過
少
滑
費

に
他
な
ら
ず
･

l
燈
的

賛
蒼

積
の
不
可
能
件
は
結
論
し
柑
て
も
,
プ

ハ
リ
ン
が
京
岡
す
る
如
-
偵
解
放
即
の
貫
徹
下
に
於
て
不
可

再
生
産
甥
諭
に
関
す
る
l
考
較

鮮
六
十
五
余

三
七
三

第
六
奴

六
J



再
生
産
艶
帝
に
関
す
る
7
考
察

解
六
十
五
馨

TTl
七
餌

避
的
に
教

生
す

る
不
均
衡
化
過
程
を

詮
明
し
よ
う
と
す
る
JJ
と
は
不
可
能

で
あ

る
o

解

六
班

11(二

I

C
l
+

V
】
+
L7)
+
P)C
+

r
･
C
2
+

L
I

虐

+

P
JC

+

C
l
+
i

V

I

P
plt

V
l
t

a
t
+

L31V

=

P
wl!

P
77

1に野する
群
雲
は

P
"lr.
K
m
l

K
771
に
封
す
る
滞
空
は

P
77129
K
m
2

B】C
十
B
LV
I
P
n

B
2V

-

K
772

C
2
+

C
2C

H

昏

】

.
+

C2
十

@
2V

I

K
ぶ

と
す
れ
ば

に
よ
っ
て
碍
成
さ
れ
る
.

K
上
っ
て
構
成
さ
れ
る
｡

P
,n
.
E
m

が
換
り
な
-
箕
現
さ
れ
る
た
め
に
は

j
Tm

-
-p
a
l
+

E
3J"
)
･･
･･･

･①

X
m

I
P"L柑+K
m
拍･
･
･=
･
.②

従
っ
て

P
m
絹
I

K
"31
･･･
･･･
′
⑧

茶
庭
に
於
て
ほ

P
m
l
P
m
l,
P
7nS･K
7"
1
.尊
Z】-
K
m
E訂

へ
の
分
割
が
如
何
に
行
は
れ
る
と
し
て
も

P
7m
I

P
m
J
+

PIN_

K
m

=

K
J72J
+

K
"zZ

､
以

上
の
こ
式が
必
恭
的

に
有
本

す

る
阻
p
､
商
品
流
通
に
於
け
る
偶
倍
量
的
不
均
衡
は
存
在
し
な
い
O

従
っ
て
何

ら

か
の
矛
盾

K
よ
り

(P
m
柑
=

K
78
.)
那
.t
P
m
"
付

K
m
.)
に
碍
化
さ
れ
る
場
合
に
の
み
偶
偶
畳
的
不
均
衡
の
後
生
は
限
思
さ
れ
る
｡

今
こ
の

P
m
･.
付

K
2"
l
が
如
何
な
る
矛
盾
の
梓
泉
で

あ
る
か
変
研
LJ
か
に
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

即
ち

W
-0,<gaJwW
<

1P
m
I

W
-

W

'

なる蕗
品
資

本

の
循
環

公
武

を

以
て

示
さ
れ
る
敢
骨
的
棉
資
本
の
流
通
過
程
に
於

て

伊
に
翌

す
る

笠

的
需
要
は
α

を
以
て
苦

れ
る
O
従
っ
て
伊
を
棒
苧

る
低

値
芸

た
る
pIS
･
A
･
品

外
に
は
存
在
し
巳

｡

然
る
に
此
の
雷

的
需
要
た
る
や

J
､
-

附
の
横
倍

分
割
に
よ
っ
て
語

見

た
即
ち
附
の

簡
形
し

雷

の
品

-

な
い
｡



加
t
は
生
産
手
段
｣
'

蒜

消
費
手
段
の
現
物
形
態
で
存
在
す
る
以
上
肝
も
仇
.
血

な
る
二
砥
分
を
7-
包
す
る
O
井
底
に
於
て
叫
を

構
掌

る
加
.
晋

各
品

,
A
J

k
r棒
形
-

け
れ
富

ら
な

い
｡
JJ
の
際
九
･
怒

過
剰
は
G
<
T

LV
N
W
-

第
二
段

階
の
持
形
聖

機能慧
宗

可
能
性
品

-

な
い
.D
k
欝

栗

本
完

蓋

に
誓

a
･
晋

常
墓

讐

して考え
る
な

一

ら
ば
何
等
の
過
剰
も
な
く
､
均
衡
的
再
生
産
を
自
ら
作
出
す
る
｡
従
っ
て
過
剰
た
る
不
等
式
関
係
へ
の
過
程
は
何
等
債
値
車
的
な
不

均
衡
に
基
因
す
る
も
の
で
は
な
-
'
第
二
段
階
へ
の
機
能
韓
化
の
不
可
能
性
'
即
ち
旧
慣
形
態
に
於
け
る
矛
盾
に
於
で
正
常
に
把
超

さ
れ
ね
ば
か
ら
な
い
O
従
っ
て
此
顔
に
輿
え
ら
れ
た

課
菌
は
此
の
債
債
形
態
に
於
け
る
矛
盾
が
如
何
な
る
具
縄
的
ブ
白
セ
ス
を
へ
て

鄭
規
す
る
か
が
究
明
す
べ
き
問
題
と
し
て
捉
起
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
D
然
る
に
ブ
ハ
リ
ン
は
斯
る
憤
値
形
態
に
於

け

る
矛
盾
と
し
て
解
決
す
べ
き
問
題
を
'
た
雲

盟
的
関
係
に
於
て
の
み
規
制
し
た
措
児
t
p
I
ザ
の
過
少
消
費
改
及
び
ツ
ガ
ン
の
均
衡

論

へ
の
批
判
と
し
て
問
題
を
提
起
し
た
に
も
拘
ら
ず
'
此
等
の
結
び
付
き
と
し
て
'
観
念
的
に
問
題
を
解
放
せ
ざ
る
を
得
な
い
緒
鼎

と
た
っ
た
の
で
あ
る
O

プ
ハ
リ
ン
の
斯
る
儲
念
的
機
械
論
的
考
察
に
於
て
は
資
本
制
生
産
の
崩
壊
の
不
可
避
性
は
坊
張
再
生
産
へ
の
無
能
力
4
,
Jl
ち
生
産
話

力
の

『
ザ
ク
ウ
ポ
T
ル
カ
』
の
段
階
に
基
因
す
る
こ
と
と
な
る
｡
即
ち

1
方
に
於
て
賛
水
制
の
生
活
力
と
内
的
安
定
性
を
あ
だ
か
も

澄
明
す
る
か
の
如
き
資
本
御
旗
張
再
生
遠
野
調
和
的
準
打
を
漁
足
し
'
他
方
に
は
凍
本
側
g
崩
壊
が
比
の
生
産
機
椿
の
内
在
吋
矛
盾

か
ら
す
る
必
然
性
で
は
な
く

『
和
食
と
自

然
の
ス
ト
イ
ク
』
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
JJ
を
,H
張
す
る
緒
果
と
な
る
の
で
あ
る
O

(E
))

イ

所

論

再
生
産
理
論
に
関
す
る

7
考
察

博
六
叶
五
箇

:17蓋

璽

ハ
錬

至



再
生
産
理
静
に
駒
す
る
7
考
静

聖

ハ
十
訂
敏

1TT七
六

聖
へ
蚊

六
四

山
田
教

授
は
N
/の
名
草

『
再
生
産

過
根
来
式
分
析
豊

潤
』
に
放
け
る

『
衷
式

に
袈

現
さ
れ
空

股
的
運
動
の
衷
式
と
保
件
i
に
放

て
'
光
づ
倣
件
JJ
I
盾
獲
妓
せ
る
恐
慌
の
可
能
性
を
次

の
如
-
説
明
さ
れ
る
o
即
ち

I

.

4
0
0
0

C
十

い
い∴

;I.:
.･･･i.'

‥

+
至

､
+
誓

､､L
+
L偲

…

+
.100
V
+
60/Jz

+

40JJL

(同
著

'六五頁
)

此
の
東
武
に
於
て
低
値
補
喝
-1
素
材
神
域
の
決
定
的
陳
件

JJ
な
る
も
の
は
範

l
に
弼
部
門
間
相
互
的
取
引
を
解
放
せ
し

>.
:勺
叫
;J･

(

40
0
0
V

十
)000m
川
向

2
0

00
CY

邦
二
に
第
二
部

門
内
部
に
於
け

る

lh
"
40
0
V
+
CO
M
(拝
希
世
弧
か
-
I
a))460nL
の
関
係

つ
の

閲
係
に
績

資
本

の

和生産
過
群
の
決定
的
催

仲

が凍め
ら
れる
o
然
し
U

の
■
1
つ
の
関
係

は

l
K

-
ZPI
)

EK
-
1

虫

I
K
-
1
K

I
⇒
K

I

K-1K
J
K

及
び

N

.,)K
I
Xb)LiT-
1
A)K
I
卓

,,K
.
荒

,K
-
I

.#
-
B

a,K,
E

L一
)

申
し1
I

a

,
K

-
冒

)K
な
る
『二
連
の
貨
幣
同
流
が
A
帯
改
廃

の
傑
作
とな

す
』
(同
上

警
ハ六
書
鮎
に
於
て
.
煉
件
と
恐慌
の
i

鮮

蓉辰
せ
る

可

能
性
が把
握
さ
れ
る
O

斯
く
の
如
く
規
定
さ
れ
た
俵
仲
と
所
謂
狭
除
な
る
拘
費
限
界
と
の
姫
紫
を
教
授
は
次
の
如
-
説
明
す
る
o
即
ち
労
轍
賃
金
の
迷
動

形
態
は

l
K
I
I
P
I
X
K
-
t
K
.
n
a)K
-
TL
a)p
-
⇒
a)K
,

チ
)K
I
h
,)P
l
買
)K
-
E
b)K

な
る
三
保
の
軌
F.=J
を
以
て
示

さ
れ
る
o

jJ
の三俵の軌
道
で
示
さ
れ
る

｢可摩
資

本

の
起
動
形態
の
絶

封
的
要
件
は

51労
働
者

辻

に
支
挑
ほ
れ
た
労
力
賃
金
』
が

『
労
働
常

連
の
渦
賛
歌
料
』
に
等
し
い
JJ
亨

A
JJ
と
を
斐
詣
す
る
｡｣
(同
上
雷
七
H
d
)
斯
る
要
請
に
従
っ
て
'
教
授
は
狭
院
な
る
郎
党



限
界
と
恐
慌
JJ
の
連
繋
を
次
の
如
-
規
制
rJ
れ
る
o
dJ=
ち

｢
『
労
掛
新
達
の
附
賛
溌
料
の
仰
仰
以
下
』
へ
の

『
労
働
新
路
に
支
抑
は
れ

る
労
働
賃
金
の
紙
箱
の
低
tL
』
は
労
働
階
級
の
所
謂
狭
院
な

る

杓
費
限
界
を
形
成
L
t
LJの
限
界
は
恐
怖
に
於
て

1L
光
の
綬
刺
を
Ja

す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
O
狭
齢
な
る
油
費
限
外
JJ
恐
悦
と
の
.迎
撃
は
JJ
こ
で
非
常
に
把
挺
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
｣
と
O
(刷
上
寄
七

7-
七
二
R
)
教
授
蝿
斯
-
の
如
-
規
定
さ
れ
た
後
､
狭
際
な
る
渦
費
限
界
と
恐

悦
の
問
Eg)と
の
一
連
の
確
聞
を

1
屠

立
ち
入
っ
て
規

尤
さ
れ
る
D
即
ち
労
働
階
級
の
狭
駆
な
る
消
費
限
外
は

『
か
れ
自
枇
JJ
し
て
で
は
な
く

何
れ
の
揚
八日
に
於
て
も
郵
本
家
的
生
産
と

の
述
紫
に
於
て
把
握
さ
れ
る
O
扱
ぎ
す
れ
ば
そ
れ
は
%
TL産
を
無
制
限
に
敦
琴
Lrrrし
め
よ
う
と
す
る
戟
木
制
生
産
様
式
に
封
す
る

l
制

限
と
し
て
把
握
さ
れ
る
｡』
面

上
等
七
七
貫
)そ
も
そ
も
畢
純
再
中
産
秦
式
分
析
に
従
え
ば

『
常
田
の
問
題
た
る
所
の
労
働
階
級
の
狭
院

な
る
洞
費
限
界
と
連
関
す
る
珊
分
は

分
計
は
F
の
一
九
〇
C
で
示
さ
れ
て
ゐ
る
.』
向

上
等
七
九
嘗

然
る
に

『
マ
ル
ク
ス
の
恐

班
の
間
圏
は
節

i
､
撃

一納
部
門
C
F

7-l
な
る
憤
価
構

成
部
分
に
於
け
る
生
産
物
碑
計
九
〇
〇
〇
と
し
て
紙
括
さ
れ
て
い
る
所
の
餐

本
家
生
産
の
仝
機
構
嘉
憾
の
問
題

で
あ
る
｡』
(望

警

九
針
)
従

っ
て
共
起
に
於
て
は
飛
本
家
的
dr
産
の
粂
械
構
歴
憾
が
璽

畏

れ

ば
生
産
の
社
食
的
性
質
と
領
有
の
私
的
性
格
と
の
間
の
骨
原
が
)

刺
食
の
棟

生
産
物
合
言ー
九
〇
〇
〇
の
偵

倍補
填
-
素
材
補
填
の
過
程
L,
於

け
る

t
犀
登
展
せ
る
恐
慌
の
可
能
性
を
通
じ
て
地
力
的
に
鳩
車
す
る
も
の
と
し
て
把
損
さ
れ
て
い
る
｡
さ
れ
ば
過
少
洞
費
詮
に
於
け

る
如
-

『
恐
慌
の
問
題
を
y
Q
I
l
五
〇
〇
だ
け
に
お
し
こ
め
』
(同
上
寄
七
九
書

従
っ
て
個
人
的
洞
費
し
か
も
労
働
階
級
だ
け
の
個
人

的
満
資
の
問
題
と
し
て
恐

悦
を
把
握

し
'
杓
饗
限
界
を
以
て
直
ち
に
恐
悦
を
説
明
す
る
JJ
と
は
談
-
で
あ
る
D

マ
ル
ク
ス
が
九
〇
〇

〇
の
問
題
と
し
て
恐
慌
を
取
扱
う
に
反
し
､
過
少
泊
費
詮
が
F
の
1
rTIJO
O
の
問
題
と
し
て
迎
起
し
た
ー

こ
.J
に
開
音
の
決

先
的

分
岐
鮎
が
存
在
す
る
J)
JJ
を
主
服
さ
れ
る
.
那
-
て
教
授
は
か
か
る
消
費
限
外
JJ
lL･暦
尊

厳
せ
る
恐
慌

の
可
郎
性
と
の
通
弊
を
通
じ

て
'
不
均
衡
化
に
嘩
化
す
る
過
狩
を
ブ
ハ
リ
ン
の
定
式
に
従
い
次
の
如
-
規
制
さ
れ
る
む
で
あ
る
O
即
ち
教
監
な
る
相
磯
限
外
を
丹

再
生
産
増
給
に
関
す
る
…
考
察

解
i(
十
五
怨

TTT七
七

第
六
牧

六
五



再
生
産
理
論
に
関
す
る
7
考
察

解
六
十
五
巻

71右
八

第
大
味

六

六

■

の
結
果
粗
生
産
物
の
生
産
と
消
費
の
不
均
衡
を
招
邦
L
tt
開
部
門
間
の
均
衡
倣
件
の
磯
乱
と
し
て
.
資
本
主
轟
全
機
構
蕪
憾
む
惹
超

す
る
JJ
と
を
論
琴
つ
け
ら
れ
る
C
然
し
英
庭
に
於
て
は
､
全
磯
棒
震
憾
と
∧
生
産
の
統
合
的
性

質
と
占
有
の
私
的
性
質
と
の
矛
盾
V

と
の
連
関
的
性
格
は
排
密
漁
的
に
は
十
分
に
把
越
さ
れ
て
い
な
い
.

ロ

批

判

右
に
展
開
し
た
山
田
教
授
の
誤
謬
は
秦
式
に
於
け
る
蓮
動
形
態
を
分
析
す
る
に
先
立
っ
て
'
表
式
の
基
礎
範
噂
を
規
定
さ
れ
る
そ

の
中
に
既
に
見
出
さ
れ
る
C
山
田
教
授
日
-
o
I

『
表
式
の
構
造
､
こ
の
表
式
に
表
現
さ
れ
た
融
合
的
放
資
海
の
再
生
産
並
び
に
疏

通
を
分
析
す
る
の
が
昔
両
の
辞
題
で
あ
る
が
'
そ
の
前
に
発
づ
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
の
基
礎
を
な
す
所
の
諸
範
噂
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
必
然
で
あ
る
O
蓋
し
JJ
の
基
礎
的
.W
E範
噂
の
明
確
な
把
損
の
映
加
は
マ
ル
ク
ス
よ
り
の
偏
向
の
出
費
鮎
を
な
す
か
ら
で

あ
る
G』
と
(琶

(同
上
畢
八
11W
)
然
ら
ば

｢
教
授
｣
に
於
て
こ
の
蓑
式
の
基
礎
的
範
噂
比
如
何
な
る
規
定
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
｡

『
労
働
の
二
重
性
-
商
品
の
二
四
千
が
生
産
力
と
生
産
関
係
と
切
離

1
及
び
封
立
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
萌
賓
が
前

二
者
の
重
要
性
を
加

へ
る
D
FJ
の
二
重
性
=
二
因
子
の
把
握
は
再
生
産
嚢
式
に
於
て
必
状
的
な
前
払
を
な
し
て
い
る
｡
』
(同
上
琴

三

頁
)
己
の
必
然
的
前
規
と
衷
式
範
噂
と
を
括

び
つ
け
る
JJ
と
に
よ
っ
て
次
の
如
-
規
定
さ
れ
る
D
.即
ち

『
二
部
門
へ
の
親
指
は
生
産

力
の
教
護
聖
亦
す
基
準
で
あ
る
限
-
'
素
材
硯
鮎
-
二
部
門
分
割
-
生
産
力
表
現
.
JJ
Q
ll裏

の
相
互
連
関
を
銘
記
す
べ
き
も
の
で

あ
る
｡
』
(山
田
氏
再
生
産
諦
程
分
析
序
璽

l大
貫
)
『
C
+
V
+
m

は
資

本
家
的
生
産
様
式
の
T
に
於
け
る
商
晶
慣
値
の
公
式
で
あ
り
'
こ

の
場
合
に
於
て
は
慣
備
硯
戯
I
C
+
V
+
777

生
産
関
係
表
現
｡
こ
の
三
者
の
相
互
関
係
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
』
と
｡
(同
上
琴

T<
W
)

従
っ
て
､
『
再
生
産
分
析
の
基
礎
前
提
が
唯
物
論
の
根
本
的
範
鳴

(
盤
産
力
と
生
産
関
係
)
と
の
内
面
的
連
繋
の
下
に

構

て

ら
れ
て
小
る
O



従
っ
て
野

蚕

琴

二
若
は
資
本
の
再
生
産
の
分
析
を
包
含
す
る
に
他
な
ら
怒
い
と
些
;<
え
＼
そ
れ
が
唯
物
論
の
根
本
的
範
噂
と
の
連

繋
の
下
妃
な
ru
れ
て
い
る
た
め
､
他
の
社
食
に
於
け
る
再
生
産
の
場
合
に
封
す
る

1
基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
』
と
｡
(同
上
葦

r

八
二
九
貢
)

然

ら

ば

斬

る
教
授
の

『
規
定
』
は
如
何
な
る
鮎
に
於
て
批
判
さ
る
べ
き
問
題
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
o
堅
田
氏
は

『
二
部
門
分
割

=
素
材
硯
鮎
-
生
産
力
表
現
』
と

『
低
値
構
成
=
憤
値
硯
鮎
-
生
産
関
係
表
現
』
と
聖

一つ
の
平
行
線
的
封
立
と
し
て
把
起
さ
れ
る

教
授
の
機
械
論
的
把
塩
を
次
の
か
-
批
判
さ
れ
る
O
即
ち
マ

ルク
ス
が
二
部
門
分
割
の
抱
封
的
安
常
陸
を
確
認
し
た

『
わ
､れ
わ
れ
は

そ
JJ
で
(ニ
撃
二
第
)
一
切
の
賓
本
を
二
大
階
級
に
慣
分
し
た

O
即
ち
生
産
手
段
を
生
産
す
る
第

1
階
級
と
油
党
費
料
を
生
産
す
る
第

二
階
級
J,(
盟

(

a
)
(中
共
公
雷

撃

十
二
年
六
月
警

Fa
)
な
る
文
章
を
引
別
し
て
へ
二
部
門
分
割
-
生
産
関
係
表
現
の
添
接
を
明
ら

か
に
し
'
『
融
合
的
親
頚
木
の
流
通
JJ
1号

′観
鮎
か
ら
二
つ
の
部
分

k
ふ
カ
分
け
ら
れ
る
祉
骨
的
楓
生
産
物
遠

資
本
は
物
と
物
JJ
の

関
係
に
よ
っ
て

お
お
S
か
-
さ
れ

た

生
産
関
係
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
.つ
て
･
二
部
門
分
割
は
生
産
力
を
表
現
す
る
ど
こ
ろ
か
正

妃
生
産
関
係
を
表
現
す
る
･P
の
で
あ
る
｡』
と
｡
喜
田
氏
中
央
公
論
昭
和
二
十
二
年
六
月
班
)
然
し
氏
は
JJ
の
鮎
を
強
調
す
る
結
果
'
生
産
力

表
現
を
表
式
か
ら
珠
殺
し
t
a
+
V
+
m

二
部
門
分
割
を
凡

て
生
産
関
係
表
現
を
以
て
お
お
い
'

問
題
を
生
産
関
係
の
分
析
把
の
み

限
定
し
､
生
産
力
分
析
は
単
な
る
テ
L)ノ
p
ギ
ー
に
す
ぎ
ず
'
分
析
勤
象
と
は
な
り
得
な
い
と
主
張
さ
れ
る
｡

壷

田
氏
慧
蒜

和
二

十
1T年
七
･
八
蚊
)
O
然
し

『
生
産
力
の
素
材
的
構
成
の
中
に
資
本
制
生
産
関
係
が
在
社
反
映
さ
れ
封
象
此
ru
れ
る
｡
そ
れ
故
に
労
働

の
杜
骨
的
生
産
力
は
資
本
の
円
喪
的
生
産
力
と
し
て
現
わ
れ
､
生
産
力
の
珂
進
は
資
本
の
生
産
力
の
増
進
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
.
辿

把
又
資
本
制
社
食
の
生
産
力
は
資
本
制
生
産
関
係
の
妃
な
い
手
で
あ
り
､
表
現
者
で
あ
る
.
労
働
過
程
は
単
な
る
技
術
過
程
で
は
な

く

慣
値
埼
埴
過
程
と
切
り
は
溝
し
得
な
い
過
程
で
あ
り
､
生
産
手
段
は
剰
飴
債
債
の
生
産
手
段
と
し
て
の
み
生
産
手
段
で
あ
り
'

胃
貞
慶
捕
静
に
関
す
る
1
考
案

節
六
十
五
番

三
七
九

帝
大
貌

′
六
七



厳
欝

-
∴

-

群
銀
産
現
務
忙
関
す
る
f
考
寮

第
六
十
五
啓

三八O

第
六
鍍

六八

労
働
は
剰
徐
慣
倍
を
創
t.刑
す
る
労
働
JJ
し
て
の
み
生
産
的
労
倣
た
り
う
る

の
で
あ
る
Q
』
(宇
高
氏
献
魯
科
挙
季
刊
創
刊

班

)
｡

従
っ
て
共
齢

に
於
て
は
生
産
力
JJ牌
係
な
き
生
産
紺
係
は
存
在
せ
ず
'
資
本
制
生
産
の
下
で
は
生
産
関
係
は
た
だ
生
産
力
の
喪
巌
形
態
た
る
の
み

李
り
す
＼
そ
れ
白
紙
粘
菌
升
の
中
h[
灰
映
rJれ
､
封
貌
化
さ
れ
て
い
る
っ
生
産
力
が
斯
-
の
如
く
.
生
産
陶
供
と
の
連
関
に
於
て
考

被
さ
れ
る
限
り
'
牡
轟
力
は
分
析
数
貌
と
な
り
終
る
の
で
あ
る

o

然
し

｢
数
枚
｣
に
放
け
る
如
く

労
働
の
二
兎
件
-
砲
品
の
二
四
千
-
(
使用何代-
生
産
力
蓑
魂
･
交
裸
個
依

-
生
産
隣
保
表
現
)

と
し
て
'

こ
れ
ら
を
二
部
門
分
割

･
C
十
V
+
≡

JJ
形
式
論
理
的
三
段
論
法

に
よ
って
機
械
的
に
柿
び
つ
け
'

位
相J慣
倍
1
二
部
門

分
割
-
出
産
力
表
現
･交
換
慣
倍
I
C
+
V
十
m
-
生
産
関
係
変
域
と
し
て
囲
式
化
す

る
こ
と
は
労
働
の
二
重
性
=
商
品
の
二
因
子
の

桝
野
猿
的
把
捉
の
触
加
に
他
な
ら
な
い
O
来
式
に
於
け
る

『
生
産
力
と
舛
産
関
係
の
朝
丘
及
び
蔵

11
の
別
辞
港
的
把
世
』
に
関
す
る

帆
過
は
二
軌
門
分
別

.
(
I+
V
+
芝

と
憤
抱
的
に
乾
び
付
け
て
把
琳
さ
る

,/
き
も
の
で
は
な
く

訳
本
の
祇
過
程
の
T
奨
磯
と
し
て

髭
閉
さ
れ
た
未
式
分
析
の
整

=1,
に
於
て
'
そ
の
対
立
榊
矛
府

が如
何
な
る
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
JJ
IL宗

則
に
把
握
き
れ
ね
ば
な

ら
な
い
o
JJ
こ
に
利
光
産
分
析
に
於
て
'
『
労
働
の
二
盈
性
1-
滴
=1州
の
二
田
ナ
』
が
『
生
産
力
と
牡
鹿
脚
係
と
の
劉
止.-l
及
び
統

fL
b
JJ

し
て
排
澄
雄
的
に
把
櫨
さ
れ
る
こ
と
が
'
そ
の
必
然
的
細
提
供
仲
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
明
儀
に
把
越
し
得
る
の
で
あ
る
っ
従
っ
て

JJ
の
蜘
理
法
的
把
握
を
横
根
的
形
式
論
理
に
よ
っ
て
代
隈
TU
れ
た
教
授
自
身
に
『
マ
ル
ク
升
よ
-
の
傾
向
の
刑
蓉
聖

(-;
田
氏
再
生

産
過
稜
表
式
分
析
庁
諦
七
二
W
)
を
見
出
さ
な
-
て
ほ
な
ら
な
′5,0

斯
-
の
如
-
誤
っ
た
概
念
規
定
を
取
ら
れ
免
役
'
山
田
教
授
は

〔
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
､
従
っ
て
一
方
に
於
け
る
産
業

港
備
雷

増
大
〕
I
∩
満
生
産
袈
式
分
析
展
開
)
1
∩
剰
俸
慣
値
の
生
産
促
件
と
そ
の
貿
現
催
件
の
矛
盾
U
､即
ち
資
本
論
至

二
容
の
内
的

迎
紫
に
於
て
.
叫
生

産
珊
痛
を
把
握
せ
ら
れ

ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
.
そ
こ
iLJ
於
て
は
衷
式
分
析
k
於
て
求
め
ら
れ
た
均
衡
催
仲
を



そ
の
ま
ま
t
r顔
力
硬
鮭
に
件
ふ
弊
関
と
機
械
ー-勺
に
軒
接
緋
ひ
T
け
'
機
械
論
S
I
均
衡
論
的
k
資
本
苛
税
論
の
傘
附
的
横
桁
を
把
捉

さ
れ
る
O
従
っ
て
こ
の
査
鰐
的
機
構
を
夫
々
異
っ
た
次
元
の
銃

l
と
し
て
で
は
な
く

同

l
孝

刀
に
於
て
､
千
席
的
に
考
察
し
'
外

生
的
因
子
に
よ
り
再
生
産
理
論
の
全
機
構
を
接
合
せ
ら
れ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
.
JJ
こ
に
敢
投
に
於
け
る
再
生
産
理
論
が
資
本
の

絶
過
程
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
再
生
産
理
論
を
均
衡

的
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
JJ
と
明
か
に
示
す
も
の
で
あ
る
JJ
1耳
わ
な
-
て
は
な
ら
ぬ
O

(五
)

(
イ

)

u

･L
･:
に

展
開
し
た
如
く
'
.k
本
の
視
過
群
と
し
て
把
舶
rJ
る
べ
き
日
付
産
慧

細
と
昨
壮
産
衷
式
の
雄
相
性
に
関
し
て
'
ロ
ー
ザ

･

ッ
ガ
ン
･
ブ
ハ
リ
ン
･
山
ljim
教
授
の
桝
論
を
批
判
す
る
/J
JJ
に
よ
っ
て
.
そ
JJ
に
存
水
す
る
関
越
が
如
何
な
る
迂
味
を
布
す
る
も
の

で
あ
る
か
む
探
求
し
て
雅
た
O
然
し
此
等
の
理
論
に
於
て
刊
生
床
束
式
か
ら
替
木
制
任
産
の
構
造
的
自
己
遊
動
政
則
を
泣
き
H
そ
う

と
す
る
時
､
そ
れ
が
蹟
避
的
で
あ
ろ
う
と
間
接
的
で
あ
ろ
う
と
'
何
れ
も
均
衡
論
的
偏
向
と
し
て
あ
ら
は
れ
'

マ
ル
ク
ス
の
再
生
産

過
程
の
分
析
が
均
衡
論
よ
り
周
智
す
る
と
云
う
解
確
に
お
ち
入
っ
た
の
で
あ
る
O
＼

そ
も
そ
も

マ
ル
ク
ス
の
理
論
構
成
に
際
L
t
女

の
卯
-
想
il止
す
る
O
即
ち
稀
嬰
と
供
給
JJ
は
粕
右
均
衡
に
蹄
着
す
る
と
と
は
な
く
~

若
し
締
着
す
る
と
し
て

も
'
そ
れ
は
単
な

る
偶
然
件
に
す
ぎ
な
い
O
故
に
詣
嬰
と
供
給
と
の
均
衡
は
科
塔
的
に
は
等
に
等
し
い
も
の
~

即
ち
行
わ
れ
な
い
も
の
と
仮
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
然
る
に
'
斯
る
辞
要
供
給
が
均
衡
に
鯨
す
る
と
FEう
暇
定
は
帯
現
象
を
そ

の
今
別
的
な
概
念
に
7
致
し
た
賓
で
観
察
す
る
た
め
で
あ
る
O
即
ち
資
本
制
生
産
方
漁
の
内
部
組
織
を
､
唯
､
云
わ
は
理
想
的
な
概

準
的
な
型
に
於
い
て
の
今
等

JJ
,iJを
目
的
と
し
た
か
ら
で
あ
Ji
o
従
っ
て
北
ハ巌
に
於
て
は
均
狩
は

..
つ
の
偶
然
竹
に
す
ぎ
夜
か
つ

再
生
産
理
解
に
関
す
る
1
考
案

鰐
六
十
五
番

1二八

一

飾
六
錬

六
九



再
象
産
理
論

に
圃
す
各
7
電
鋳

解
六
十
五
健

三八二
鰐
大
野

七

O

允
の
で
あ

る
.
然

る

に
均

衡
論

的
偏

向
に
於
て
は
へ
斯
る
均
衡
状
態
を
正
常
的
な
も

の
と
考
え
.『
一
つ
の
静

止
し
た

状
態
』
iU
考
察●

の
胎
齢
を
求
め
'
資
本
制
生
産
の
構
造
的
自
己
遊
動
法
則
そ
の
も
の
に
求
め
#
/い
O
従
っ
て
共
産
に
あ
つ
て
は
遊
動
は
'
何
か
或
る

刊
生
産
的
な
も
の
』
に
他
な
ら
す
'
均
衡
状
禦

ら
他
の
状
態

へ
の
移
行
は
資
本
制
そ
の
も
の
に
内
在
的
に
有
雀
す
る
水
質
的
矛
盾

の
目
.J
賄
現
過
程
で
は
な
-
て
'
外
生
的
E
l千

に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
の
で
あ
.る
.
従
っ
て
賓
葬
制
生
産
の
認
識
原
理
に
於
て

特
徴
的
な

『
封
立
物
の
統

1
』
の
払
別
を
均
衡
概
念
に
よ
っ
て
代
思
し
'
且
つ
均
衡
を
固
定
的
な
現
象
と
し
て
弧
調
す
る
O
づ
れ
ば

共
魔
に
於
て
は
'
生
産
と
拘
費
の
一
致
は
新
本
制
そ
の
も
の
に
従
う
も
の
で
あ
-
'
均
衡
欺
態
の
破
壊
は
偶
費
的

1
時
的
現
象
に
規

制
さ
れ
る
に
糞
る
の
で
あ
る
O
此
の
革
は
鞘
生
産
表
式
に
於
け
る
役
割
と
地
位
に
関
す
る
正
常
な
る
把
握
の
紋
潮
で
あ
り
'
寮
本
論

垂

二
塔
に
わ
た
っ
て
夫
々
異
つ
た
次
九
よ
り
有
機
的
瀧

t
性
を
以
て
構
成
さ
れ
た
資
本
等
積
論
の
仝
機
構
を
正
解
せ
ず
'
問
題
を
観

念
的
次
式
分
析
の
段
階
に
止
ま
ら
し
め
た
帝
苑
に
他
な
ら
な
い
O
然
ら
ば
今
此
の
問
題
を
虞
監
肌
進
せ
し
め
る
た
め
再
生
産
衣
式
=

.;=癌

甥
諭
の
役
割
と
地
仲
に
関
す
る
概
念
硯
･定
を
明
ら
か
李
b
し
め
よ
う
O

(
p
)

個

別

資

本
の
再
生
産
分
析
に
際
し
て
は
'
兜
づ

『
硬
木
嬢
は
市
境
に
放
て
鞘
生
産
に
必
要
な
生
産
手
段
や
労
働
力
を
常
に
得
』
'

攻
に

『
資
本
家
に
備
わ
れ
た
労
働
者
は
労
働
賃
金
を
受
け
取
っ
た
後
'
市
場
に
於
て
'
必
要
な
消
費
資
料
を
得
』
ー最
後
に

『
生
産
過

程
終
了
後
菅
本
家
的
商
品
の
購
買
者
を
市
場
で
見
糾
す
』
と
云
う
こ
と
を
仮
定
す
れ
ば
充
分
で
あ
.つ
た
O
然
し
靴
命
的
楓
資
本
の
逸

動
を
分
析
す
る
に
常
つ
て
は
､
此
等
の
仮
定
を
単
な
る
前
提
た
る
に
止
め
ず
'
更
に
比
等
の
融
合
的
生
産
物
の
茸
硯
補
填
は
如
何
に

し
て
行
わ
れ
る
か
と
云
う
L
JJJ
が
問
題
と
な
る
.
こ
の
間
題
を
展
開
し
た
の
が
茸
現
理
論
に
他
な
ら
な
い
O

北
ハ願
に
於
て
は
簸
早
個
別
的
賛
本
が
そ
の
祁
堤
巾
間
断
な
-
JJ
る
途
次
的
形
潜
及
び
そ
の
周
梅
と
し
て
の
術
環
か
ら
蒋
額
さ
れ
も



の
で
は
な
い
O.
何
州
的
静
賓
木
の
流
通
行
税
-
そ
の
場
帖
に
於
て
称
生
産
を
形
成
す
る
･J
の
即
ち
批
骨
的
牌
資
本
の
流
琉
行
程
が
考

醗
本
家
に
よ
っ
て
的
費
rJれ
邑
針
骨
的
生
産
物
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
O
さ
れ
ば
此
庭
に
於
て
分
析
さ
れ
る
流
通
行
程
の
循
環
公
式

は

W
,･
0
､八

g
a

.
5

u
E
"
-
W
'
去

ふ
買

木
の
循
誓

言

れ
-

な
い
ロ
何
者
こ
の
芸

に
於
て
超
鮎
訂

ち
町

=
W
+

W
と

云ふ商品資本は
不壁資
本

･
可
撃
資
本

･
剰
僚
横
倍
聖

二
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
'
そ
の
起
動
は
生
産
的
消
費
と
同
時

に
個
人
的
消
費
を
も
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
o
L
rこ
に
社
命
的
細
資
本
の
循
環
堅

不
す
唯

TL
の
公
式
と
し
て
の

W
'-
W
r
の
意

義
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
｡

此
の
附
-
町
を
以
て
示
さ
れ
て
い
る
針
骨
的
柵
草
本

の
流
通
行
梓
を
分
析
す
る
に
常
つ
て
'
先
づ
関
越
JJ
な
る
の
は

『
生
産
に
消

耗
ru
れ

る
横
倍
か
ら
み
て
'
如
何
に
し
て
資
本
が
補
填
TrJれ
t
l<
JJ
の
補
填
が
如
何
に
し
て
軒
本
家
に
よ
る
剰
飴
慣
債
の
陶
資
及
び

労
働
者
の
油
管
と
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
か
』
基
本
%
1一警

三

八
貫
)
と
云
う
JJ
と
で
あ
る
O
そ
こ
.sIU於
て
は
針
骨
的
柵
資
本
の
連
動

が
慣
倍
補
填
Q
み
な
ら
す
素
材
代
筏
で
あ
り
､
耐
食
的
生
産
物
の
伴
侶
持
戒
部
分
の
柵
互
比
例
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
同
じ
程
度

に
そ
の
素
材
形
態
放
る
使
用
償
値
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
JJ
云
ふ
こ
と
が
間
額
と
な
る
o
斬
る
離
合
的
柵
資
本
の
個
借
補
填
=
素
材

補
填
の
立
嫁
か
ら
見
る
時
'
和
合
的
生
産
物
の
僻
債
に
し
た
が
い
e
+
V
+
m
･

東
材
形
態
に
従
っ
て
二
部
門
に
分
割
ru
れ
る
o
こ

の

0
+
y
+
JI,L

二
部
門
分
割
よ
り
な
る
再
生
産
来
式
を
使
っ
て
.
酔
合
的
終
車
本
の
構
造
的
自
己
蓮
動
形
腰
の
甥
糞
的
把
握

へ
の

1
契
機
と
し
て
'
そ
の
流
通
過
程
を
明
ら
か
軒

b
し
め
る
た
め
に
'
素
材
神
域
=
僻
値
補
填
関
係
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
の
が
茸
硯

理
論
に
他
な
ら
な
い
O
此
盤
に
於
て
は
批
骨
的
規
教
本
の
流
通
が

.L
股
に
如
何
に
し
て
行
わ
れ
る
か
と
云
う
JJ
JJ
を
亀
も
木
質
的
な

漏
水
的
な
型
で
示
す
JJ
と
を
仔
務

とす
る
も
の
.で
あ
る
O
従
っ
て
'
そ
の
た
め
に
は
高
度
の
抽
象
が
必
輩
で
あ
り
'
そ
の
抽
象
性
の

再
生
産
理
静
に
関
す
る
山
考
察

第
六
十
五
怨

三
八
三

第
六
狭

七
7



帽
if.蕨
理
論
打

開

す
る

7
考
妓

聖

へ
十
訂
巻

二
八
四

-

取

入

軟

七
二

必
然
的
縮
約
と
し
て
(

二

部

本

尭

轟

の
7
蚊
的
H
つ
布

山
的
支
配
'

ノ

(

二
)
外
聞
貿
易

･
外
圃

市
垢

の海
象

(≡
)均
衡

的
分
配
関
係
を

細
提
L
r
皇
た
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ち
な
か
つ
潅
の
で
滞
る
O
此
の
棟
に
驚
規
評
論
の
任
務
が
限

定さ
れ
る
限
り
'
そ
れ
は
直
接
的

に
現
従
的
資
本
の
構
造
的
自
己
遊
動
の
歴
史
佃
典
憎
法
則
を
把
握
す
べ
き
理
論
で
は
あ
り
得
な
S
LJ
と
は
閉
ち
か
で
あ
る
O

地
相
教
授
は

『
経
済
思
潮
第
六
集
』
に
於
て
.

マ
ル
ク
ス
ー

ロ
ー
ザ
ー

ロ
ー
ス
マ
ン
↓
べ
き
r
hT
ク
･L
と
云
う
の
l
漣
の
表
式
尿

閉
に
マ
ル
ク
ス
苫
穣
理
論
の
馨
展
を
淡
め
､
こ
の
再
生
産
表
式
の
修
正
馨
巌
の
方
向
に
資
本
の
親
過
程
と
し
て
の
再
生
産
理
論
の
前

進
的
展
開
を
桔
諭
さ
れ
る
D
即
ち
日
ぐ

『
相
生
遼
表
式
の
定
立
に
あ
た
っ
て

一
膳
捨
象
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
奄
本
の
岡
林
度
数
や

閲
定
資
本
の
神
域
と
蛤
張
に
JJも
孝
っ
猫
目
的
運
動
や
と
り
わ
け
布
機
的
構
成
の
不
均
等
な
硬
展
に
と
も
な
う
平
均
利
潤
並
び
に
iu;

産
慣
格
等
の
川
題
を
表
式
の
中
に
と
り
入
れ
る
な
ら
ば
'
こ
の
衷
式
は
よ
り
覗
.airに
凍
近
し
得
る
わ
け
で
あ
る
』
LJ
O
然
し
未
式
は

『
た
だ
過
稗
の
個
々
の
里
素
が
理
論
的
に
開
明
さ
れ
る
限
-
'
過
程
を
固
解
し
得
る
だ
け
で
あ
っ
て
』

(
レ
ー
ニ
ン
市
場
理
許
諾
山
〇
五

W
)
直
接
的
に
滞
生
産
表
式
か
ら
は
何
等
の
結
論
を
も
引
F.
し
得
る
も
の
で
は
な
く
､

又
引
糾
す
べ
き
筋

骨

の
も
の
で
も
な
い
o
再

発
産
表
式
は
耽
骨
的
珊
親
木
の
流
通
過
税
を
脚
示
し
'
史
胸
元
す
る
こ
･J
に
上
っ
て
'
始
め
て
資
本
讃
確
論
の
仝
機
構
的
把
櫨
に
劉

す
る

1
契
機
JJ
し
て
の
重
要
な
る
使
命
を
布
す
る
も
の
で
あ
る
o
耕
る
袈
式
に
砕
け
る
限
界
性
と
地
位
と
を
無
税
し
て
輔
生
産
表
式

を
使
用
す
る
JJ
と

によ
-
再
生
産
珊
論
の
方
放
論
的
把
捉
を
な
す
時
'
そ
れ
日
照
が
瑚
生
鹿
央
式
の
布
す
る
料
率
的
意
義
を
洞
械
さ

せ
'

マ
ル
ク
ス
再
生
産
理
論
か
ら
の
禿
大
な
る
偏
向
と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
JJ
と
は
明
ら
か
な
る
寄
付
石

あ
る
｡

(六
)

仲
介
的
柵
硬
水
の
昨
牝
産
に
陥
す
る
理
論
は
､
焚
本
論
全

二
雀
は
わ
た
っ
て
巌
開
さ
れ
て
い
る
直
接
生
産
Lt
群
と
流
通
行
柁
JJ
の



k
=概
的
枕

T
JJ
し
て
把
捉
さ
れ
た
訳
本
の
組
地
相
に
関
す
る
刑
論
で
あ
る
0
位
按
t
r孫
行
粒
の
瓢
諭
は
そ
れ
目
Ig

と
し
て
苧
え
ら
れ

た
堺
本
欄
空

席
行
程
が
外
部
の
諸
事
情
か
ら
来
る

一
切
の
琴

亮

的
鮮
轡
を
拾
施
し
て
F
故
も
湛
水
的
規
定
的
契
棟
た
る
直
接
乍
在

り
程
と
し
て
呈
す
る
諸
現
象
を
分
析
し
た
抽
象
的
理
論
で
あ
る
o
そ
こ
に
於
て
は
根
本
的
課
題
と
し
て
貨
幣
の
蓉
t
p過
相
を
考
究
L
t

潔
本
棚

的
搾
取
の
本
質
h
L解
明
す
る
｡
従
っ
て
頚
木
制
生
産
の
兆
本
州
へ=法

則
件
と
そ
の
語
族
方
向
と
の
分
析
に
聞
越
が
限
定
さ
れ

る
っ
即
ち

TT.-
(]
(/'･･
W

は
蚤
に
資
本
の
牡
床
行
程
を
稗
僻
す
る
に
必
増
な
程
度
に
の
み
阿
児
さ
れ
て
い
る
に
す
き
な
い
っ
此
起

て
い
で
分
析
劉
敏
と
な
る
も
の
は
虞
新
の
間
断
な
き
嫌
れ
に
於
け
る
洋
本
の
直
接
生
産
行
程

･
溌
本
別
再
牡
廃
の
本
質
又
そ
れ
と
兆

に
部
本
が
そ
の
t
.虞
の
獲
巌
過
程
に
於
て
受
け
る
質
的
壁
化
で
あ
る
｡
然
し
硯
,t
'経
済
に
於
t,
は
此
の
但
擢
牡
庵
Lt
和
が
淡
泊
わ
杜

に
Jj

つ
て
補
･:.(
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
'
こ
の
掘
鵡
行
和
を
耐
命
的
親
紫
外
の
州
境
顔
行
杵

の
株
介
的
契
機
と
し
て
把
超
し
て
始

め
て
~
そ
の
構
造
的
自
己
遊
動
と
し
て
の
遇
動
形
態
を
理
解
し
柑
る
の
で
あ
る
D
jJ
の
流
通
桁
稗
を
縦
令
的
総
額
木
の
蓮
動
形
態
の

硯
雅
的
把
捉
の
l
契
機
と
し
て
と
ら
え
'
頚
木
静
撃

義

顎

二
筋
に
於
て
挺
開
し
た
抽
教
的
理
論
が
驚
税
理
論
で
あ
る
こ
と
は
鮎
に

見
た
通
り
で
あ
る
O
比
等
の
規
蘭
が
そ
れ
白
憾

丁
佃
と
し
て
分
析
rJれ

る
抽
象
的
段
階
に
止
ま
る
限
り
､
硬
木
の
規
鞍
過
樺
を
発
明

し
柑
る
も
の
で
は
な
い
.
恒
招
生
産
行
程
は
流
通
行
程
を
規
制
す
る
共
本
的
契
機
で
あ
り
'
そ
の
分
析
を
以
て
資
本
主
義
に
内
水
す

る
矛
爪
を
指
摘
し
得
る
O
然
し
そ
れ
が
如
何
な
る
兵
鰯
的
過
椎
を
池
じ
て
必
然
的
に
規
貨
資
本
の
連
動
形
態
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か

と
云
う
関
越
を
明
ら
か
に
す
る
JJ
と
は
T.束
な
い
.
此
の
関
越
は
流
油

巾
精
を
媒
介
と
し
て
現
わ
れ
る
限
-
.
流
鵡
相
和
を
分
析
封

敏
と
す
る
貨
規
慧

刑
を
媒
介
･u
L
耳
JJ
と
ろ
の
布
磯
的
統

表

稗
の
分
析
を
行
っ
て
'
始
め
て
明
確
に
把
捉
し
柑
る
の
で
あ
る
0

位
近
吉
田
氏
は
期
る
考
火
小
の
下
に
'
∧
饗
規
理
論
と
恐
悦
推
論
と
の
迎
紺
に
於
て
∨

｢
昨

年
産
別
論
の
兆
本
間
越
｣

(粍
餅
や
研

究
型

二
楽
)
を
庶
開
し
､
不
均
等
畿
放
下
に
於
け
る
不
均
衡
化
過
椎
を
次
の
如
-
分
析
さ
れ
た
O
即
ち

再
生
策
理
論
に
関
す
る
一
考
寮

第
六
十
五
億

7二
八
五

節
大
雄

七
三
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+
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V
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+
V
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十
V
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m
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節
六
十
五
番

三

八

六

鮮

六
雛

七

四

W
J,t

W
JJT

W
]C･=

(こ

C
]C
十
,Jw

C

Jc･
･

･
(
2

)

Cq
十
HzC
B
･･
･

･
(3'

十
m
X
JB
+

m
K
IC
十

"
EEI

V
J,I
+
"Zd
.),.I
+
7JZH
V
JL･

(
4

)

『
JJ
の
四
つ
の
方
程
式
は
叫

Ⅱ
の
生
産
手
段
の
大
い
さ
は
-
金
牌
の
消
費
の
太
い
さ
に
､脚

l
C
の
生
産
の
大
い
r,
は
､-
の

生

産

手
段
の
大
い
さ
に
'
糊

1
月

の生
産
は

lL
r
の
%
'産
手
段
の
大
い
ざ
に
仰
t

l
月
の
鍵
産
手

段の
大
い
ru
壮

1
4
の
油
饗
の
大
レ
さ

に
共
々
限
定
さ
れ
て

いる
o

即
ち
Ⅰ
の
背
稜
は
Ⅰ
の
油
費
に
制
約
TU
れ
'
そ

の
制
約
が

-1
C
の
駄
森
を
制
限
し
'

山
C
の
牡
産
制
限

は

J
Fq
の
生
産
制
限
を
ひ
き
起
す

O
か
-
て

1
A
が
JJ
の
よ
う
に
生
産
を
制
限
さ
れ
た

.1
月
に
生
産
手
段
を
供
給
し
た
確
除
の
粂
部

を
自
ら
不
襲
資
本
の
補
填
と
蓄
積
に
向
け
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
重
昭
と
し
て
の
均
衡
保
件
が
維
持
さ
れ
る
｡
"芸
C
l
の
問
題
は
緒

捕

-

lA
の
問
題
と
な
る
O
殉
教
を
輿
え
ら
れ
た
も
の
LJ
す
れ
ば
弼
立
整
数

JJし
て
蟹
鼓
し
う
や
の
は

…
A
の

…
,JL
.
の
み
で
あ
り
ー

こ
FJ
L,方程
式
の
決
定
的
意
轟
が
存
在
す
る
｡』
JJ
O

(岡
上
昔
八
二-一

八
四
頁
)
そ
こ
に
於
て
吉
田
氏
は
碑
生
産

過
程
に
於
け
る
不

均
衡
化

へ
の
根
源
を
こ
の
節

l
部
門
に
於
け
る
自
TTJ
目
的
的
資
本
蓄
積
に
求
め
ら
れ
る
む
で
あ
る
.
即
ち
均
衡
保
件
の
可
能
的
存
在

1

11
｣
に
於
け
る
未
琵
硯
部
分
の
白
己
目
的
的
蓄
積
部
分
の
増
大
過
程
に
於
て
'
慣
偶
増
殖
目
的
と

1
致
せ
ざ
る
時
'
換
言
す
れ
ば

朴
命
的
親
爺
水
の
斐
講
が
州
別
珊
本
の
R
的
･J
r
致
せ
ざ
る
時
不
均
御
化
地
相
が
嶺
瑚
す
る
ゥ
即
ち

lL
A
の
滞
積
停
止
-
F
産
縮
少



-
琴

一部
門

へ
の
需
l*
減
退
-
桁
資
財
拙
刺
-
牛
虎
手
段
肝
要
減
退
-
TLL
l

.
ぷ
･
>
JJ
叶
及
的
に
影
帯
し

叫
枚
的
過
剰
牡
鹿
JJ
し

て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
O

然
し
此
艇
で
問
題
と
な
る
の
は

M
J
に
於
け
る
未
･#
規
部
分
の
和
布
は
そ
れ
自
悦
が
IJ
の
部
門
に
於
け
る
部
分
巾11
過
剰
生
産
の
現

わ
れ
で
あ
り
'

r
d
部
門
に
放
け
る
利
潤
率
を
低
下
せ
し
め
る
墾
田
で
あ
る
限
り
､
rLi
り
高
率
な
る
利
潤
率

へ
の
預
憩
的
契
機
の
喪

失
と
し
三

A

に
於
け
る
始
潮
的
蓄
積
所
動
の
制
限
と
し
て
現
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
O
共
産
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
比
の
綜
諭
さ

れ
る
催
件
そ

の
も
の
の
始
鮎
に
於
て
既
に
生
産
制
限
-
過
剰
生
産
恐
慌

の
過
杜
を
.#
出
す
る
要
因
が
輿
え
ら
れ
て
い
る
JJ
云
わ
な
-

て
は
な
ら
ぬ
O
比
の
事
は

『
以
上
の
分
析
は
次
の
よ
う
な
諸
附
子
を
考
臆
し
て
い
な
い
と
云
う
意
味
で
兼
だ
抽
象
的
理
論
た
る
に
過

ぎ
な
い
｡

･
諸
国
十
と
は
貸
憶

･
教
本
流
通
及
び
信
用

･
歌
碑
移
動

･
剰
僚
横
倍
率
従

っ
て
利
潤
及
び
利
潤
の
蓄
積
率
の
壁
北
東
に

固
定
草
木
及
び
生
産
部
門
の
多
様
化
の
問
鮎
等
』
(岡
上
書
八
四
qd)
と
青
田
氏
自
身
も
指
摘

され
る
如
-
､
兼
だ
抽
象
的
段
階
の
分
析

に
問
題
を
限
定
さ
れ
た
蹄
束
に
他
な
ら
な
い
｡

『
恐
慌
の
蓉
展
せ
る
可
能
性
』
(資
本
琴

1蟹

面

二
八
三
吾

は
恐
慌
の
可
能
性
の
形
態
即
ち
表
示
さ
れ
得
る
基
礎

牢
が
す
も
の
で
あ

り
'
『
比
の
可
能
性
即
ち
抽
象
的
形
態
』
(剰
僚
候
僧
撃
現
竺

壷

二
部
二
八
七
W
)

は
第
三
塔
に
於
て
全
開
的
に
考

へ
ら
れ
た
教
本
の
硯

TJr形
態
の
分
析
と
あ
い
ま
っ
て
恐
慌
の
!
潜
具
鰐
的
形
態
が
分
析

さ
れ
る
の
で

あ
る
O
而
し
て
斯
る
諸
形
態
JJ
恐
慌
と
の
連
繋
-
虞

の
恐
悦
は

『
競
争
の
硯
賓
的
蓮
動
』
(資
本
璽

雇

二
部
三
六
七
貫
)

及
び

『
信
用
制
度
と
JU
の
制
度
そ
れ
白
身
の
た
め
に
つ
-
り
榊
し

た
諸
道
具

(信
用
･
貸
&
)
の
立
ち
入
っ
た
分
析
』
(岡
上
晋
一
撃

1二
大
頁
)
-
即
ち

『
資
本
家
的
生
産
の
虞
の
運
動
即
ち
競
争
及
び
信

用
か
ら
の
み
詮
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡』
(剰
僚
僧
侶
準
諌
史
二
撃

T<
大
貫

)

そ
こ
に
於
て
比
布
溌
的
に
親

l
さ
れ
た
交
替
過
程
分
析
と
し
て
の
婚
生
産
の
問
題
は
憤
格
㈹
系
そ
の
も
の
の
分
析
に
迄
立
ち
入
り
~

再
也
産
理
諭
に
関
す
る
l
考
察

解
六
十
五
布

一一六

七

解
六
扱

七
五



td:企
産
評
論
に
闘
す
る
一
考
寮

帯
iC
十
市
谷

三
八
八

節
大
欲

七
六

そ
の
中
に
現
わ
れ
る
賓
木
家
的
生
産
の
行
動
論
理
に
具
筋
化
ru
れ
た
規
帯

的

資
本
め

構
造
的

形
態

変
化

を
通

し

て
'

賓

本
の
遊
動
法

則
を
よ
り
典
昭
的
に
分
析
す
る
段
階
に
於
て
把
握
さ
れ
な
-
て
は
な
ら
な
い
.
JJ
U
に
資
本
主
義
経
済
の
構
造
的
墾
北
を
通
し
て
'

不
鈎
等
な
る
聾
展
が
第

1
部
門
の
胎
動
的
蓄
積
活
動
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
を
見
る
JJ
と
が
出
雑
る
｡
従
っ
て
そ
れ
は
投
中
潮
蹄
慣

他
車
JJ
し
て
で
は
な
く

利
潤
率
JJ
し
て
の
壁
動
過
押
そ
れ
白
鰐
に
規
制
yL,れ
つ
つ
､

頚
.t
'的
食
中
蓄
積
の
歴
史
的
具
備
的
な
TP
展

開
渦
㌍
堅
Pf
す
も
の
で
あ
る
ゥ
JJ
rJ
に
現
世
苛
本
讃
積
過
程
の
髄
兜
的
典
雌
的
な
る

l
殻
法
則
を
抽
==
す
る
可
能
作
が
m
ハえ
ら
れ
て

い
る
O
窮

l
部
門
の
蓄
積
が
始
動
的
に
活
動
す
る
JJ
と
に
よ
っ
て
疎
水
寄
稿
の
硯
硬
件
が
甲

子
b
れ
る
っ
そ
れ
は
繭
耶
門
間
に
於
け

る
蓄
積
が
そ
の
始
動
的
活
動
に
よ
り
'
間
種
的
自
己
波
及
過
桝

とし
て
拭
大
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
捕
給
奨
動
に
よ
る
偵
格
轡
動

に
鵜
-
利
潤
率
壁
動
過
程
計
通
し
て
-
そ
れ
は
規
托
頚
木
の
遊
動
形
態

の
木
質
に
兆
い
じ
資
本
讃
項
過
程
を
規
制
す
る
-
部
水
苔
柄

の
具
鰭
的
プ

ロ
セ
ス
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡
然
し
こ
こ
に
求
め
る
奨
動
過
程
の
分
析

は
単
な
る
粒
形
的
変
動
過
程
分
析
の
問
題

で
は
な
い
JJ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
O
そ
れ
は
其
木
的
に
は
衆
木
主
義
it.産
の
排
謹
控
原
理
に
兆
-
も
の
で
あ
り
'
錬
木
主
義
に
内
水

す
る
根
本
的
矛
店
に
照
廠
し
っ
つ
'
そ
の
肖
己
頼
規
過
程
と
し
て
の
墾
動
過
程
の
分
析
で
な
-
て
は
な
ら
な
い
O
然
し
て
期
る
分
析

は
袈
式
展
開
に
於
て
冷
敏
さ
れ
た
諸
作
用
国
r
の
究
明
を
通
じ
て
よ
り
具
雌
的
に
1
り
現
代
的

に擢
娃
し
て
把
椀
さ
れ
得
る
の
で
あ

る
｡

(
li
九
川
九

二

二
･
二

T)




